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FabricPool 階層の管理

FabricPool 階層の管理の概要

FabricPool を使用すると、アクセス頻度に応じてデータを自動的に階層化できます。

FabricPool は、オールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートを高パフォーマンス階層として、オブジェク
トストアをクラウド階層として使用するハイブリッドストレージ解決策です。FabricPool を使用すると、パフ
ォーマンス、効率、保護を犠牲にすることなくストレージコストを削減できます。

クラウド階層は、 NetApp StorageGRID または ONTAP S3 （ ONTAP 9.8 以降）に配置することも、次のい
ずれかのサービスプロバイダに配置することもできます。

• Alibaba クラウド

• Amazon S3

• Amazon Commercial クラウドサービスの略

• Google Cloud

• IBM クラウド

• Microsoft Azure Blob Storage

ONTAP 9.7以降では、S3_compatibleオブジェクトストアプロバイダを選択することで、汎用
のS3 APIをサポートする追加のオブジェクトストアプロバイダを使用できます。

データを階層化してコストを削減ユースケースビデオ
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関連情報

も参照してください "NetApp Cloud Tiering" ドキュメント

FabricPool を使用したストレージ階層のメリット

FabricPool を使用するようにアグリゲートを設定すると、ストレージ階層を使用するこ
とができます。ストレージシステムのパフォーマンスとコストのバランスを取り、スペ
ース使用量を監視および最適化し、ストレージ階層間でポリシーベースのデータ移動を
効率的に実行できます。

• データへのアクセス頻度に基づいて階層にデータを格納することで、ストレージパフォーマンスを最適化
し、ストレージコストを削減できます。

◦ 頻繁にアクセスされる（「ホット」）データは _performance 階層に保存されます。

高パフォーマンス階層では、ストレージシステムのオールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートな
どの高性能なプライマリストレージを使用します。

◦ 頻繁にアクセスされない（コールド）データは、 cloud tier( 別名 capacity tier) に保存されます。

クラウド階層では、高いパフォーマンスを必要としない低コストのオブジェクトストアが使用されま
す。

• データを格納する階層を柔軟に指定できます。

サポートされるいずれかの階層化ポリシーオプションをボリュームレベルで指定することができます。こ
れらのオプションを使用すると、データがホットまたはコールドになったときに階層間でデータを効率的
に移動できます。

"FabricPool 階層化ポリシーのタイプ"

• サポートされるいずれかのオブジェクトストアを選択して FabricPool のクラウド階層として使用できま
す。

• FabricPool 対応アグリゲートのスペース使用量を監視できます。

• Inactive Data Reporting でボリューム内のアクセス頻度の低いデータの量を確認できます。

• ストレージシステムのオンプレミスに必要な容量を削減できます。

クラウドベースのオブジェクトストアをクラウド階層として使用すると、物理スペースが削減されます。

FabricPool を使用する際の考慮事項と要件

ここでは、 FabricPool の使用に関するいくつかの考慮事項と要件を示します。

一般的な考慮事項と要件

• FabricPool を使用するには、 ONTAP 9.2 以降が実行されている必要があります。

• 次の FabricPool 機能を使用するには、 ONTAP 9.4 以降のリリースが必要です。
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◦ 。 auto "階層化ポリシー"

◦ 階層化の最小クーリング期間の指定

◦ Inactive Data Reporting（IDR）

◦ FabricPool のクラウド階層としての Microsoft Azure Blob Storage の使用

◦ ONTAP Select で FabricPool を使用する

• 次の FabricPool 機能を使用するには、 ONTAP 9.5 以降のリリースが実行されている必要があります。

◦ 階層化の使用率しきい値を指定してい

◦ FabricPool のクラウド階層として IBM Cloud Object Storage を使用している

◦ クラウド階層の NetApp Volume Encryption （ NVE ）（デフォルトで有効）

• FabricPoolの次の機能を使用するには、ONTAP 9.6以降のリリースが必要です。

◦ 。 all 階層化ポリシー

◦ HDD アグリゲートでアクセス頻度の低いデータのレポートを手動で有効にした

◦ ONTAP 9.6 にアップグレードし、アグリゲートを作成すると、 SSD アグリゲートに対して Inactive

Data Reporting が自動的に有効になります。ただし、 CPU が 4 個未満、 RAM が 6GB 未満、または
WAFL バッファキャッシュサイズが 3GB 未満のローエンドシステムでは例外です。

ONTAP でシステムの負荷が監視され、負荷が高い状態が 4 分間続くと、 IDR は無効になり自動的に
は有効になりません。IDR を手動で再度有効にすることはできますが、手動で有効にした IDR は自動
的には無効になりません。

◦ FabricPool のクラウド階層としての Alibaba Cloud Object Storage の使用

◦ FabricPool のクラウド階層として Google Cloud Platform を使用する

◦ クラウド階層のデータコピーを使用せずにボリュームを移動する

• FabricPoolの次の機能を使用するには、ONTAP 9.7以降のリリースが必要です。

◦ 非透過型 HTTP および HTTPS プロキシ：ホワイトリストに登録されたアクセスポイントにのみアク
セスを提供し、監査およびレポート機能を提供します。

◦ FabricPool ミラーリング：コールドデータを 2 つのオブジェクトストアに同時に階層化します

◦ MetroCluster ミラーは FabricPool 構成にあります

◦ FabricPool に接続されたアグリゲートでは、 NDMP ダンプおよびリストアがデフォルトで有効になっ
ています。

バックアップアプリケーションでNDMP以外のプロトコル（NFSやSMBなど）を使用す
ると、高パフォーマンス階層にバックアップされているすべてのデータがホットにな
り、そのデータのクラウド階層への階層化に影響する可能性があります。NDMP 以外
の読み取りでは、クラウド階層からパフォーマンス階層への原因データの移行が可能で
す。

"FabricPool での NDMP バックアップおよびリストアのサポート"

• 次の FabricPool 機能を使用するには、 ONTAP 9.8 以降が実行されている必要があります。

◦ クラウドへの移行制御を有効にして、デフォルトの階層化ポリシーを無効にすることができます
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◦ データを高パフォーマンス階層に昇格します

◦ FabricPool with SnapLock Enterprise.FabricPool with SnapLock Enterpriseには、Feature Product

Variance Request（FPVR）が必要です。FPVRを作成するには、営業チームにお問い合わせくださ
い。

◦ 最小冷却期間は 183 日です

◦ ユーザが作成したカスタムタグを使用したオブジェクトタグ付け

◦ HDD プラットフォームおよびアグリゲート上の FabricPool

HDD FabricPool は、 SAS 、 FSAS 、 BSAS 、および MSATA の各ディスクに対して、 6 つ以上の
CPU コアを搭載したシステムでのみサポートされます。これには、次のモデルが含まれます。

▪ FAS9000

▪ FAS8700

▪ FAS8300

▪ FAS8200

▪ FAS8080

▪ FAS8060

▪ FAS8040

▪ FAS2750

▪ FAS2720

▪ FAS2650

▪ FAS2620

チェックしてください "Hardware Universe" サポートされている最新のモデルについては、を参照

• FabricPool は、次の点を除いて、 ONTAP 9.2 を実行可能なすべてのプラットフォームでサポートされま
す。

◦ FAS8020

◦ FAS2554

◦ FAS2552

◦ FAS2520

• FabricPool でサポートされるアグリゲートタイプは次のとおりです。

◦ AFF システムでは、 FabricPool にオールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートのみを使用できま
す。

SSDとHDDの両方を含むFlash Poolアグリゲートは使用できません。

◦ FAS システムでは、 FabricPool にオールフラッシュ（オール SSD ）アグリゲートまたは HDD アグ
リゲートのいずれかを使用できます。

◦ Cloud Volumes ONTAP および ONTAP Select では、 FabricPool に SSD アグリゲートまたは HDD ア
グリゲートのいずれかを使用できます。

ただし、 SSD アグリゲートを使用することを推奨します。

4

https://hwu.netapp.com/Home/Index


• FabricPool では、次のオブジェクトストアをクラウド階層として使用できます。

◦ NetApp StorageGRID 10.3 以降

◦ NetApp ONTAP S3 （ ONTAP 9.8 以降）

◦ Alibaba Cloud Object Storage の略

◦ Amazon Web Services Simple Storage Service （ AWS S3 ）

◦ Google クラウドストレージ

◦ IBM クラウドオブジェクトストレージ

◦ クラウドの Microsoft Azure Blob Storage

• 使用するオブジェクトストア “bucket” ( コンテナ ) はすでに設定されている必要がありますまた ' 少なく
とも 10 GB のストレージスペースが必要であり ' 名前を変更することはできません

• FabricPool を使用する HA ペアがオブジェクトストアと通信するには、クラスタ間 LIF が必要です。

• 接続後にローカル階層からクラウド階層の接続を解除することはできませんが、 "FabricPoolミラー" をク
リックして、別のクラウド階層にローカル階層を接続します。

• スループットの下限（最小QoS）を使用する場合は、ボリュームの階層化ポリシーをに設定する必要があ

ります none アグリゲートをFabricPool に接続する前に、

それ以外の階層化ポリシーに設定されていると、アグリゲートを FabricPool に接続できませ
ん。FabricPoolが有効な場合、QoSポリシーではスループットの下限は適用されません。

• 特定のシナリオで FabricPool を使用する場合は、ベストプラクティスのガイドラインに従う必要がありま
す。

"ネットアップテクニカルレポート 4598 ：『 FabricPool Best Practices in ONTAP 9 』"

Cloud Volumes ONTAP を使用する際のその他の考慮事項

FabricPool では、使用するオブジェクトストアプロバイダに関係なく、 Cloud Volumes ONTAP ライセンスは
必要ありません。

SAN プロトコルがアクセスするデータの階層化に関するその他の考慮事項

SAN プロトコルがアクセスするデータを階層化する場合は、接続に関する考慮事項があるため、
StorageGRID などのプライベートクラウドを使用することを推奨します。

• 重要 * ：

Windowsホストを使用するSAN環境でFabricPoolを使用している場合、データをクラウドに階層化する際にオ
ブジェクトストレージを長時間使用できなくなると、Windowsホスト上のNetApp LUN上のファイルにアクセ
スできなくなるか、表示されなくなることがあります。サポート技術情報の記事を参照してください
"FabricPool S3オブジェクトストアを使用できないときに、Windows SANホストでファイルシステムの破損が
報告されました"。

FabricPool でサポートされていない機能

• WORM とオブジェクトのバージョン管理が有効なオブジェクトストア
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• オブジェクトストアバケットに適用される情報ライフサイクル管理（ ILM ）ポリシー

FabricPoolは、クラウド階層のデータを障害から保護するために、データレプリケーションとイレイジャ
ーコーディングに関してのみStorageGRIDの情報ライフサイクル管理ポリシーをサポートしています。た
だし、FabricPoolは、ユーザメタデータやタグに基づくフィルタリングなどの高度なILMルールをサポー
トしていません。通常、 ILM には移動と削除に関するさまざまなポリシーが含まれています。これらのポ
リシーは、 FabricPool のクラウド階層内のデータに影響を与える可能性があります。オブジェクトストア
で設定されている ILM ポリシーと FabricPool を同時に使用すると、データが失われる可能性がありま
す。

• ONTAP CLI コマンドまたは 7-Mode Transition Tool を使用した 7-Mode のデータ移行

• FlexArray 仮想化

• SyncMirror 構成を除く RAID MetroCluster

• ONTAP 9.7 以前のリリースを使用している場合、 SnapLock ボリュームが必要です

• FabricPool 対応アグリゲート用の SMTape を使用したテープバックアップ

• 自動負荷分散機能

• 以外のスペースギャランティを使用しているボリューム none

ルートSVMボリュームとCIFS監査ステージングボリュームを除き、FabricPool では、以外のスペースギ
ャランティを使用するボリュームを含むアグリゲートにクラウド階層を接続することはサポートされてい

ません none。たとえば、スペースギャランティがに設定されたボリュームなどです volume (-space

-guarantee volume）はサポートされていません。

• DP_Optimized ライセンスのクラスタ

• Flash Pool アグリゲート

FabricPool 階層化ポリシーについて

FabricPool 階層化ポリシーを使用すると、データがホットまたはコールドになったとき
に階層間でデータを効率的に移動できます。階層化ポリシーの概要を理解することで、
ストレージ管理のニーズに応じた適切なポリシーを選択できます。

FabricPool 階層化ポリシーのタイプ

FabricPool 階層化ポリシーは、 FabricPool 内のボリュームのユーザデータブロックをクラウド階層に移動す
るタイミングとそのタイミングを、ホット（アクティブ）のボリューム「 temperature 」またはコールド（非
アクティブ）に基づいて決定します。ボリューム「温度」は、頻繁にアクセスされると増加し、アクセスされ
ない場合は減少します。一部の階層化ポリシーには、階層化の最小クーリング期間が関連付けられています。
最小クーリング期間は、データが「コールド」とみなされてクラウド階層に移動されるために、 FabricPool

のボリューム内のユーザデータが非アクティブのままになる時間を設定します。

ブロックがコールドとして識別されると、階層化の対象としてマークされます。 毎日のバックグラウンド階
層化スキャンでコールドブロックが検索されます。同じボリュームから十分な4KBブロックが収集されると、
それらは4MBオブジェクトに連結され、ボリューム階層化ポリシーに基づいてクラウド階層に移動されます。
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シヨウシタホリユウムナイノテエタ all 階層化ポリシーはすぐにコールドとしてマークされ、
できるだけ早くクラウド階層への階層化を開始します。毎日の階層化スキャンの実行を待つ必
要はありません。

を使用できます volume object-store tiering show コマンドを使用してFabricPoolボリュームの階層
化ステータスを表示します。詳細については、を参照してください "コマンドリファレンス"。

FabricPool 階層化ポリシーはボリュームレベルで指定し、次の 4 つのオプションがあります。

• 。 snapshot-only 階層化ポリシー（デフォルト）は、アクティブなファイルシステムに関連付けられて
いないボリュームSnapshotコピーのユーザデータブロックをクラウド階層に移動します。

階層化の最小クーリング期間は 2 日です。階層化の最小クーリング期間のデフォルト設定は、で変更でき

ます -tiering-minimum-cooling-days パラメータを指定します volume create および volume

modify コマンド有効な値は、 ONTAP 9.8 以降で 2 ～ 183 日です。9.8 より前のバージョンの ONTAP を
使用している場合、有効な値は 2~63 日です。

• 。 auto 階層化ポリシーはONTAP 9.4以降のリリースでのみサポートされ、Snapshotコピーとアクティブ
なファイルシステムの両方のコールドユーザデータブロックをクラウド階層に移動します。

アクティブなファイルシステムと Snapshot コピーのどちらについても、階層化の最小クーリング期間の
デフォルトは 31 日、ボリューム全体の環境を設定します。

階層化の最小クーリング期間のデフォルト設定は、で変更できます -tiering-minimum-cooling

-days パラメータを指定します volume create および volume modify コマンド有効な値は 2 ～ 183

日です。

• 。 all 階層化ポリシー（ONTAP 9.6以降でのみサポート）は、アクティブなファイルシステム
とSnapshotコピーの両方のすべてのユーザデータブロックをクラウド階層に移動します。の代わりになり

ます backup 階層化ポリシー：

。 all クライアントトラフィックが正常な読み取り/書き込みボリュームでは、ボリューム階層化ポリシ
ーを使用しないでください。

階層化スキャンの実行と同時にデータがクラウド階層に移動するため、階層化の最小クーリング期間は適
用されません。この設定は変更できません。

• 。 none 階層化ポリシーはボリュームのデータを高パフォーマンス階層に保持し、コールドデータをクラ
ウド階層に移動しません。

階層化ポリシーをに設定しています none 新しい階層化を防止以前にクラウド階層に移動されたボリュー
ムデータは、ホットになるまでクラウド階層に残り、自動的にローカル階層に戻ります。

データがクラウド階層に移動されることはないため、階層化の最小クーリング期間は適用されません。こ
の設定は変更できません。

階層化ポリシーがに設定されているボリューム内のコールドブロック none が読み取られ、ホットにな
り、ローカル階層に書き込まれます。

。 volume show コマンド出力には、ボリュームの階層化ポリシーが表示されます。FabricPool で使用され

たことがないボリュームにはが表示されます none 出力に階層化ポリシーが表示されます。
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FabricPool でボリュームの階層化ポリシーを変更した場合の動作

ボリュームの階層化ポリシーを変更するには、を実行します volume modify 操作。階層化ポリシーを変更
することが、データがコールドと認識されてクラウド階層に移動されるまでの時間にどのように影響するかを
理解しておく必要があります。

• 階層化ポリシーをから変更しています snapshot-only または none 終了： auto アクティブなファイル
システム内のすでにコールドなユーザデータブロックをONTAP からクラウド階層に送信します。これ
は、それらのユーザデータブロックが以前はクラウド階層に送信されなかった場合でも同様です。

• 階層化ポリシーをに変更しています all 別のポリシーを使用すると、ONTAPは、アクティブファイルシ
ステムとSnapshotコピー内のすべてのユーザブロックをできるだけ早くクラウドに移動します。ONTAP

9.8より前のバージョンでは、次の階層化スキャンが実行されるまでブロックが待機する必要がありまし
た。

移動されたブロックを高パフォーマンス階層に戻すことはできません。

• 階層化ポリシーをから変更しています auto 終了： snapshot-only または none は、すでにクラウド階
層に移動されて高パフォーマンス階層に戻すために移動されたアクティブなファイルシステムブロックを
原因 にしません。

データを高パフォーマンス階層に戻すには、ボリュームの読み取りが必要です。

• ボリュームの階層化ポリシーを変更すると、階層化の最小クーリング期間は常にそのポリシーのデフォル
ト値にリセットされます。

ボリュームを移動した場合の階層化ポリシーへの影響

• ボリュームを FabricPool 対応アグリゲートに移動したり FabricPool 対応アグリゲートから移動しても、
別の階層化ポリシーを明示的に指定しないかぎり、ボリュームの階層化ポリシーは元のままです。

ただし、階層化ポリシーが適用されるのは、ボリュームが FabricPool 対応アグリゲート内にある場合のみ
です。

• の既存の値 -tiering-minimum-cooling-days ボリュームのパラメータは、デスティネーションに別
の階層化ポリシーを指定しないかぎり、ボリュームと一緒に移動します。

別の階層化ポリシーを指定した場合は、そのポリシーのデフォルトの階層化の最小クーリング期間が使用
されます。デスティネーションが FabricPool かどうかは関係ありません。

• アグリゲート間でボリュームを移動し、同時に階層化ポリシーも変更できます。

• あなたは特別な注意を払う必要がありますときa volume move 操作には、が含まれます auto 階層化ポ
リシー：

次の表に、ソースとデスティネーションの両方がFabricPool対応アグリゲートである場合の処理結果を示

します volume move に関連するポリシーの変更を含む処理 auto：

ボリュームの階層化ポリシー 移動時に設定する階層化ポリシー ボリューム移動後の結果

all auto すべてのデータが高パフォーマン
ス階層に移動されます。
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snapshot-only、 none`または

`auto

auto データブロックは、以前ソースと
同じデスティネーションの階層に
移動されます。

auto または all snapshot-only すべてのデータが高パフォーマン
ス階層に移動されます。

auto all すべてのユーザデータがクラウド
階層に移動されます。

snapshot-only,auto または

all

none すべてのデータが高パフォーマン
ス階層に保持されます。

ボリュームをクローニングした場合の階層化ポリシーへの影響

• ONTAP 9.8 以降では、クローンボリュームは常に階層化ポリシーとクラウド読み出しポリシーの両方を親
ボリュームから継承します。

ONTAP 9.8より前のリリースでは、親にがある場合を除き、クローンは親から階層化ポリシーを継承しま

す all 階層化ポリシー：

• 親ボリュームにがある場合 never クラウド読み出しポリシーを使用している場合、クローンボリューム

にはどちらかのが必要です never クラウド読み出しポリシーまたは all 階層化ポリシー、および対応す

るクラウド読み出しポリシー default。

• 親ボリュームのクラウド読み出しポリシーをに変更することはできません never すべてのクローンボリ

ュームにクラウド読み出しポリシーが設定されていない場合 never。

ボリュームをクローニングするときは、次のベストプラクティスに注意してください。

• 。 -tiering-policy オプションおよび tiering-minimum-cooling-days クローンのオプションで
制御されるのは、クローンに固有のブロックの階層化のみです。そのため、親 FlexVol では、同じ量のデ
ータを移動するか、クローンよりも少ないデータを移動する階層化設定を使用することを推奨します

• 親 FlexVol でのクラウド読み出しポリシーでは、同じ量のデータを移動するか、いずれかのクローンの読
み出しポリシーよりも多くのデータを移動する必要があります

階層化ポリシーがクラウド移行とどのように連携するか

FabricPool クラウドデータの読み出しは、読み取りパターンに基づいてクラウド階層からパフォーマンス階層
へのデータの読み出しを決定する階層化ポリシーで制御されます。読み取りパターンは、シーケンシャルまた
はランダムのいずれかです。

次の表に、各ポリシーについて、階層化ポリシーとクラウドデータの読み出しルールを示します。

階層化ポリシー 取得動作

なし シーケンシャルリードとランダムリード
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Snapshot のみ シーケンシャルリードとランダムリード

自動 ランダムリード

すべて データの取得は行われません

ONTAP 9.8以降では、クラウド移行の管理が可能になりました cloud-retrieval-policy オプションは、
階層化ポリシーで制御されるデフォルトのクラウド移行または読み出し動作を上書きします。

次の表に、サポートされているクラウドの読み出しポリシーとその読み出し動作を示します。

クラウド取得ポリシー 取得動作

デフォルト どのデータを移行するかは階層化ポリシーによって
決定されるため、「デフォルト」のクラウドデータ

の読み出しに変更はありません," `cloud-

retrieval-policy。ホストされているアグリゲー
トタイプに関係なく、このポリシーはすべてのボリ
ュームのデフォルト値です。

オンリード クライアントからの読み取りは、すべてクラウド階
層からパフォーマンス階層に送られます。

なし クラウド階層からパフォーマンス階層にクライアン
トベースのデータが移動されることはありません

ステートアップ • 階層化ポリシー「 none 」の場合、すべてのクラ
ウドデータはクラウド階層からパフォーマンス階
層にプルされます

• 階層化ポリシー「スナップショットのみ」の場
合、「 AFS データ」はプルされます。

FabricPool 管理ワークフロー

FabricPool のワークフロー図を使用して、設定タスクと管理タスクを計画できます。
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FabricPool を設定します

FabricPool 構成を準備

FabricPool 構成の概要を準備

FabricPool を設定すると、アクセス頻度に基づいてデータを格納するストレージ階層（
ローカルの高パフォーマンス階層またはクラウド階層）を管理する際に役立ちます。

FabricPool 構成に必要な準備は、クラウド階層として使用するオブジェクトストアによって異なります。

クラウドへの接続を追加します

ONTAP 9.9.9..0 以降では、 System Manager を使用してクラウドへの接続を追加できま
す。

まず、 NetApp Cloud Insights を使用してコレクタを設定します。設定プロセスでは、 Cloud Insights で生成
されたペアリングコードをコピーし、 System Manager を使用してクラスタにログオンします。そこで、そ
のペアリングコードを使用してクラウド接続を追加します。残りのプロセスは Cloud Insights で実行します。

Cloud Volumes ONTAP からCloud Insights サービスへの接続を追加するときにプロキシサーバ
を使用するオプションを選択する場合は、URLを確認してください https://example.com プロキ
シサーバからアクセスできます。には、「HTTPプロキシ設定が無効です」というメッセージが
表示されます https://example.com にアクセスできません。

手順

1. Cloud Insights で、コレクタを設定するプロセス中に、生成されたペアリングコードをコピーします。
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2. ONTAP 9.9.0 以降の System Manager を使用して、クラスタにログオンします。

3. [ クラスタ ]>[ 設定 *] を選択します。

4. [ クラウド接続 ] セクションで、 [ * 追加 ] を選択して接続を追加します。

5. 接続の名前を入力し、表示されたスペースにペアリングコードを貼り付けます。

6. 「 * 追加」を選択します。

7. Cloud Insights に戻り、コレクタの設定を完了します。

追加情報 About Cloud Insights については、を参照してください "Cloud Insights のドキュメント"。

FabricPool ライセンスをインストールする。

過去に使用したFabricPool ライセンスは変更されており、BlueXPでサポートされていな
い構成にのみ保持されています。2021年8月21日より、Cloud Tieringサービスを使用し
たBlueXPでサポートされる階層化構成に対してCloud Tiering BYOLライセンスが導入さ
れました。

"新しい Cloud Tiering BYOL ライセンスの詳細については、こちらをご覧ください"。

BlueXPでサポートされる構成では’BlueXPのDigital Walletページを使用してONTAP クラスタの階層化のライ
センスを取得する必要がありますそのためには、使用する特定のオブジェクトストレージプロバイダに対し
て、BlueXPアカウントを設定し、階層化を設定する必要があります。BlueXPでは現在、Amazon S3、Azure

Blob Storage、Google Cloud Storage、S3互換オブジェクトストレージ、StorageGRID などのオブジェクト
ストレージへの階層化をサポートしています。

"クラウド階層化サービスの詳細をご確認ください"。

BlueXPでサポートされていない構成のいずれかがある場合は、System Managerを使用してFabricPool ライセ
ンスをダウンロードして有効にすることができます。

• ダークサイトでの ONTAP のインストール

• IBM Cloud Object Storage または Alibaba Cloud Object Storage にデータを階層化する ONTAP クラスタ

FabricPool ライセンスはクラスタ規模のライセンスです。このライセンスには、クラスタ内の FabricPool に
関連付けられているオブジェクトストレージに対して購入する使用量の制限が設定されています。クラスタ全
体での使用量がこの容量を超えないようにする必要があります。ライセンスの使用量の制限を増やす必要があ
る場合は、営業担当者にお問い合わせください。

FabricPool ライセンスには、恒久ライセンスとタームベースライセンス、 1 年または 3 年ライセンスがあり
ます。

BlueXPでサポートされていない既存のクラスタ構成では、10TBの空き容量を含むタームベースFabricPool ラ
イセンスを初めてFabricPool から購入できます。無期限のライセンスには空き容量は含まれていません。 ク
ラウド階層に NetApp StorageGRID または ONTAP S3 を使用する場合は、ライセンスは必要ありません。使
用しているプロバイダに関係なく、 Cloud Volumes ONTAP には FabricPool ライセンスは必要ありません。

このタスクは、 System Manager を使用してクラスタにライセンスファイルをアップロードすることでのみ
サポートされます。

手順
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1. から FabricPool ライセンスのネットアップライセンスファイル（ NLF ）をダウンロードします "NetApp

Support Site"。

2. System Manager を使用して次の操作を実行し、 FabricPool ライセンスをクラスタにアップロードしま
す。

a. [* Cluster]>[設定*]パネルの[Licenses]カードで、をクリックします 。

b. [License] ページで、をクリックします 。

c. [ * ライセンスの追加 * ] ダイアログボックスで、 [ * 参照 ] をクリックしてダウンロードした NLF を選
択し、 [ * 追加 ] をクリックしてファイルをクラスタにアップロードします。

関連情報

"ONTAP FabricPool （ FP ）ライセンスの概要"

"ネットアップソフトウェアライセンスの検索"

"NetApp TechComm TV ： FabricPool 関連ビデオ"

StorageGRID を使用する場合は、 CA 証明書をインストールします

StorageGRID の証明書のチェックを無効にする予定でないかぎり、 ONTAP のオブジェ
クトストアとして StorageGRID が FabricPool で認証できるように、 StorageGRID CA

証明書をクラスタにインストールする必要があります。

このタスクについて

ONTAP 9.4 以降のリリースでは、 StorageGRID の証明書チェックを無効にすることができます。

手順

1. StorageGRID 管理者に問い合わせて StorageGRID システムの CA 証明書を入手します。

2. を使用します security certificate install コマンドにを指定します -type server-ca

StorageGRID CA証明書をクラスタにインストールするためのパラメータ。

入力する完全修飾ドメイン名（ FQDN ）と StorageGRID CA 証明書のカスタム共通名が一致している必
要があります。

期限切れの証明書を更新します

期限切れの証明書を更新する場合は、信頼された CA を使用して新しいサーバ証明書を生成することを推奨し
ます。また、ダウンタイムを最小限に抑えるために、 StorageGRID サーバと ONTAP クラスタの証明書が同
時に更新されていることを確認する必要があります。

関連情報

"StorageGRID リソース"

ONTAP S3 を使用する場合は、 CA 証明書をインストールします

ONTAP S3 の証明書のチェックを無効にする予定でないかぎり、 ONTAP S3 CA 証明書
をクラスタにインストールし、 ONTAP が FabricPool S3 を ONTAP のオブジェクトス
トアとして認証できるようにする必要があります。
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手順

1. ONTAP S3 システムの CA 証明書を取得します。

2. を使用します security certificate install コマンドにを指定します -type server-ca ONTAP

S3 CA証明書をクラスタにインストールするためのパラメータ。

入力する完全修飾ドメイン名（ FQDN ）と ONTAP S3 CA 証明書のカスタム共通名が一致している必要
があります。

期限切れの証明書を更新します

期限切れの証明書を更新する場合は、信頼された CA を使用して新しいサーバ証明書を生成することを推奨し
ます。また、ダウンタイムを最小限に抑えるために、 ONTAP S3 サーバと ONTAP クラスタの両方で証明書
が同時に更新されていることを確認する必要があります。

関連情報

"S3構成"

FabricPool のクラウド階層として使用するオブジェクトストアをセットアップします

FabricPool の概要用にクラウド階層として使用するオブジェクトストアをセットアップする

FabricPool FabricPoolのセットアップで、クラウド階層として使用するオブジェクトス
トア（StorageGRID、ONTAP S3、Alibaba Cloud Object Storage、Amazon S3、Google

Cloud Storage、IBM Cloud Object Storage、Microsoft Azure Blob Storage）の設定情報
を指定します。

クラウド階層として StorageGRID をセットアップします

ONTAP 9.2 以降を実行している場合は、 StorageGRID を FabricPool のクラウド階層と
してセットアップできます。SAN プロトコルがアクセスするデータを階層化する場合
は、接続に関する考慮事項があるため、 StorageGRID などのプライベートクラウドを使
用することを推奨します。

FabricPool でStorageGRID を使用する場合の考慮事項

• 証明書のチェックを明示的に無効にした場合を除き、 StorageGRID の CA 証明書をインストールする必
要があります。

• オブジェクトストアバケットで StorageGRID オブジェクトのバージョン管理を有効にすることはできま
せん。

• FabricPool ライセンスは必要ありません。

• NetApp AFF システムからストレージが割り当てられた仮想マシンに StorageGRID ノードが導入されてい
る場合は、ボリュームで FabricPool 階層化ポリシーが有効になっていないことを確認してください。

StorageGRID ノードで使用するボリュームで FabricPool による階層化を無効にすることで、トラブルシ
ューティングとストレージの処理がシンプルになります。
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StorageGRID を使用して StorageGRID に関連するデータを FabricPool 自体に階層化しな
いでください。StorageGRID データを StorageGRID に階層化すると、トラブルシューティ
ングと運用がより複雑になります。

このタスクについて

ONTAP 9.8 以降では、 StorageGRID に対してロードバランシングが有効になっています。サーバのホスト名
が複数の IP アドレスに解決される場合、 ONTAP は、返されるすべての IP アドレス（最大 16 個の IP アドレ
ス）とのクライアント接続を確立します。接続が確立されると、 IP アドレスはラウンドロビン方式でピック
アップされます。

の手順

ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、FabricPool のクラウド階層としてStorageGRID をセ
ットアップできます。
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System Manager の略

1. [*ストレージ]、[階層]、[クラウド階層の追加]の順にクリックし、オブジェクトストアプロバイダとし
て[ StorageGRID ]を選択します。

2. 必要な情報を入力します。

3. CloudMirror を作成する場合は、 * FabricPool ミラーとして追加 * をクリックします。

FabricPool ミラーを使用すると、データストアをシームレスに置き換えることができ、災害発生時にデ
ータを確実に使用できるようになります。

CLI の使用

1. を使用して、StorageGRID の設定情報を指定します storage aggregate object-store

config create コマンドにを指定します -provider-type SGWS パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAP

がStorageGRID にアクセスできない場合、コマンドは失敗します。

◦ を使用します -access-key パラメータを指定して、StorageGRID オブジェクトストアへの要
求を認証するためのアクセスキーを指定します。

◦ を使用します -secret-password StorageGRID オブジェクトストアへの要求を認証するため
のパスワード（シークレットアクセスキー）を指定するパラメータ。

◦ StorageGRID パスワードが変更された場合は、 ONTAP に格納されている対応するパスワードを
ただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP は引き続き StorageGRID 内のデータにアクセスできます。

◦ を設定します -is-certificate-validation-enabled パラメータの値 false

StorageGRID の証明書チェックを無効にします。

cluster1::> storage aggregate object-store config create

-object-store-name mySGWS -provider-type SGWS -server mySGWSserver

-container-name mySGWScontainer -access-key mySGWSkey

-secret-password mySGWSpass

2. を使用して、StorageGRID の設定情報を表示して確認します storage aggregate object-

store config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用すると、FabricPool

のStorageGRID 設定情報を変更できます。

クラウド階層として ONTAP S3 をセットアップします

ONTAP 9.8 以降を実行している場合は、 ONTAP S3 を FabricPool のクラウド階層とし
てセットアップできます。

必要なもの

リモートクラスタの ONTAP S3 サーバ名とその LIF に関連付けられている IP アドレスが必要です。
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ローカルクラスタにクラスタ間LIFがある。

"リモートの FabricPool 階層化用にクラスタ間 LIF を作成しています"

このタスクについて

ONTAP 9.8 以降では、 ONTAP S3 サーバのロードバランシングが有効になっています。サーバのホスト名が
複数の IP アドレスに解決される場合、 ONTAP は、返されるすべての IP アドレス（最大 16 個の IP アドレス
）とのクライアント接続を確立します。接続が確立されると、 IP アドレスはラウンドロビン方式でピックア
ップされます。

の手順

ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、FabricPool のクラウド階層としてONTAP S3をセッ
トアップできます。
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System Manager の略

1. ストレージ>階層>クラウド階層の追加*をクリックし、オブジェクトストアプロバイダとしてONTAP

S3を選択します。

2. 必要な情報を入力します。

3. CloudMirror を作成する場合は、 * FabricPool ミラーとして追加 * をクリックします。

FabricPool ミラーを使用すると、データストアをシームレスに置き換えることができ、災害発生時にデ
ータを確実に使用できるようになります。

CLI の使用

1. S3 サーバと LIF のエントリを DNS サーバに追加します。

オプション 説明

• 外部 DNS サーバーを使用する場合 * S3 サーバの名前と IP アドレスを DNS サーバ管
理者に渡します。

• ローカルシステムの DNS hosts テーブル *

を使用している場合
次のコマンドを入力します。

dns host create -vserver svm_name

-address ip_address -hostname

s3_server_name

2. を使用して、ONTAP S3の設定情報を指定します storage aggregate object-store config

create コマンドにを指定します -provider-type ONTAP_S3 パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定した情報でローカルのONTAP

システムがONTAP S3サーバにアクセスできない場合、コマンドは失敗します。

◦ を使用します -access-key ONTAP S3サーバへの要求を認証するためのアクセスキーを指定す
るパラメータ。

◦ を使用します -secret-password ONTAP S3サーバへの要求を認証するためのパスワード（シ
ークレットアクセスキー）を指定するパラメータ。

◦ ONTAP S3 サーバのパスワードが変更された場合は、ローカルの ONTAP システムに格納されて
いる対応するパスワードをただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP S3 オブジェクトストア内のデータに中断なくアクセスできます。

◦ を設定します -is-certificate-validation-enabled パラメータの値 false ONTAP S3の
証明書のチェックを無効にします。

cluster1::> storage aggregate object-store config create

-object-store-name myS3 -provider-type ONTAP_S3 -server myS3server

-container-name myS3container -access-key myS3key

-secret-password myS3pass
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3. を使用して、ONTAP_S3の設定情報を表示して確認します storage aggregate object-store

config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、を変更できます

ONTAP_S3 FabricPool の設定情報。

クラウド階層として Alibaba Cloud Object Storage をセットアップします

ONTAP 9.6 以降を実行している場合は、 Alibaba Cloud Object Storage を FabricPool の
クラウド階層としてセットアップできます。

FabricPool でAlibaba Cloud Object Storageを使用する場合の考慮事項

• FabricPool ライセンスが必要な場合があります。

新規に購入した AFF システムには、 FabricPool を使用するための 10TB の空き容量が含まれていま
す。AFF システムで追加の容量が必要な場合、 AFF 以外のシステムで Alibaba Cloud Object Storage を使
用する場合、または既存のクラスタからアップグレードする場合は、 FabricPool ライセンスが必要になり
ます。

• AFF および FAS システムと ONTAP Select では、 FabricPool で Alibaba Object Storage Service の次のク
ラスがサポートされます。

◦ Alibaba Object Storage Service Standard の略

◦ Alibaba Object Storage Service のアクセス頻度が低い

"Alibaba Cloud ：ストレージクラスの概要"

上記以外のストレージクラスについては、ネットアップ営業担当者にお問い合わせください。

手順

1. を使用して、Alibaba Cloud Object Storageの設定情報を指定します storage aggregate object-

store config create コマンドにを指定します -provider-type AliCloud パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAP がAlibaba

Cloud Object Storageにアクセスできない場合、コマンドが失敗します。

◦ を使用します -access-key Alibaba Cloud Object Storageオブジェクトストアへの要求を認証するた
めのアクセスキーを指定するパラメータ。

◦ Alibaba Cloud Object Storage のパスワードが変更された場合は、 ONTAP に格納されている対応する
パスワードをただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP は引き続き Alibaba Cloud Object Storage 内のデータにアクセスできます。

storage aggregate object-store config create my_ali_oss_store_1

-provider-type AliCloud -server oss-us-east-1.aliyuncs.com

-container-name my-ali-oss-bucket -access-key DXJRXHPXHYXA9X31X3JX
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2. を使用して、Alibaba Cloud Object Storageの設定情報を表示して確認します storage aggregate

object-store config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、FabricPool のAlibaba

クラウドオブジェクトストレージの設定情報を変更できます。

クラウド階層としてのAmazon S3のセットアップ

ONTAP 9.2以降を実行している場合は、Amazon S3をFabricPoolのクラウド階層として
セットアップできます。ONTAP 9.5以降を実行している場合は、FabricPool用にAmazon

コマーシャルクラウドサービス（C2S）をセットアップできます。

FabricPoolでAmazon S3を使用する場合の考慮事項

• FabricPool ライセンスが必要な場合があります。

◦ 新規に購入した AFF システムには、 FabricPool を使用するための 10TB の空き容量が含まれていま
す。

AFFシステムで追加の容量が必要な場合、AFF以外のシステムでAmazon S3を使用する場合、または
既存のクラスタからアップグレードする場合は、FabricPoolライセンスが必要です。

既存のクラスタ用に FabricPool を初めて購入した場合は、 10TB の空き容量を含む FabricPool ライセン
スが付随します。

• ONTAPがAmazon S3オブジェクトサーバとの接続に使用するLIFは10Gbpsポートに配置することを推奨
します。

• AFF および FAS システムと ONTAP Select では、 FabricPool で次の Amazon S3 ストレージクラスがサ
ポートされます。

◦ Amazon S3 Standard の略

◦ Amazon S3 標準 - 低頻度アクセス（標準 -IA ）

◦ Amazon S3 ONE ゾーン - アクセス頻度が低い（ 1 ゾーン -IA ）

◦ Amazon S3 インテリジェント階層化

◦ Amazon Commercial クラウドサービスの略

◦ ONTAP 9.11.1以降では、Amazon S3 Glacier Instant Retrieval（FabricPoolではGlacier Flexible

RetrievalやGlacier Deep Archiveはサポートされません）

"Amazon Web Servicesドキュメント：「Amazon S3 Storage Classes」"

上記以外のストレージクラスについては、営業担当者にお問い合わせください。

• Cloud Volumes ONTAP では、 FabricPool が Amazon Elastic Block Store （ EBS ）の汎用 SSD （ gp2 ）
ボリュームおよびスループット最適化 HDD （ st1 ）ボリュームからの階層化をサポートします。

手順

1. を使用して、Amazon S3の設定情報を指定します。 storage aggregate object-store config

create コマンドにを指定します -provider-type AWS_S3 パラメータ
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◦ を使用します -auth-type CAP C2Sアクセスのクレデンシャルを取得するためのパラメータ。

を使用する場合 -auth-type CAP パラメータを使用する必要があります -cap-url C2Sアクセス用
の一時的なクレデンシャルを要求する完全なURLを指定するパラメータ。

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAPがAmazon S3

にアクセスできない場合、コマンドが失敗します。

◦ を使用します -access-key Amazon S3オブジェクトストアへの要求を認証するためのアクセスキー
を指定するパラメータ。

◦ を使用します -secret-password Amazon S3オブジェクトストアへの要求を認証するためのパスワ
ード（シークレットアクセスキー）を指定するパラメータ。

◦ Amazon S3のパスワードが変更された場合は、ONTAPに格納されている対応するパスワードをただち
に更新する必要があります。

これにより、ONTAPは引き続きAmazon S3内のデータにアクセスできます。

cluster1::> storage aggregate object-store config create

-object-store-name my_aws_store -provider-type AWS_S3

-server s3.amazonaws.com -container-name my-aws-bucket

-access-key DXJRXHPXHYXA9X31X3JX

+

cluster1::> storage aggregate object-store config create -object-store

-name my_c2s_store -provider-type AWS_S3 -auth-type CAP -cap-url

https://123.45.67.89/api/v1/credentials?agency=XYZ&mission=TESTACCT&role

=S3FULLACCESS -server my-c2s-s3server-fqdn -container my-c2s-s3-bucket

2. を使用して、Amazon S3の設定情報を表示して確認します。 storage aggregate object-store

config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、FabricPool

のAmazon S3の設定情報を変更できます。

クラウド階層として Google Cloud Storage をセットアップします

ONTAP 9.6 以降を実行している場合は、 Google Cloud Storage を FabricPool のクラウ
ド階層としてセットアップできます。

FabricPool で Google Cloud Storage を使用する場合のその他の考慮事項を示します

• FabricPool ライセンスが必要な場合があります。

新規に購入した AFF システムには、 FabricPool を使用するための 10TB の空き容量が含まれていま
す。AFF システムで追加の容量が必要な場合、 AFF 以外のシステムで Google Cloud Storage を使用する
場合、または既存のクラスタからアップグレードする場合は、 FabricPool ライセンスが必要になります。
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• ONTAP がGoogle Cloud Storageオブジェクトサーバとの接続に使用するLIFは10Gbpsポートに配置する
ことを推奨します。

• AFF および FAS システムと ONTAP Select では、 FabricPool で次の Google Cloud Object ストレージク
ラスがサポートされます。

◦ Google Cloud Multi-Regional の場合

◦ Google Cloud リージョナル

◦ Google Cloud Nearline

◦ Google Cloud Coldline

"Google Cloud ：ストレージクラス"

手順

1. を使用して、Google Cloud Storageの設定情報を指定します storage aggregate object-store

config create コマンドにを指定します -provider-type GoogleCloud パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAP がGoogle

Cloud Storageにアクセスできない場合は、コマンドが失敗します。

◦ を使用します -access-key パラメータを使用して、Google Cloud Storageオブジェクトストアへの
要求を認証するためのアクセスキーを指定します。

◦ Google Cloud Storage のパスワードが変更された場合は、 ONTAP に格納されている対応するパスワ
ードをただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP は引き続き Google Cloud Storage 内のデータにアクセスできます。

storage aggregate object-store config create my_gcp_store_1 -provider

-type GoogleCloud  -container-name my-gcp-bucket1 -access-key

GOOGAUZZUV2USCFGHGQ511I8

2. を使用して、Google Cloud Storageの設定情報を表示して確認します storage aggregate object-

store config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、FabricPool のGoogle

Cloud Storageの設定情報を変更できます。

クラウド階層として IBM Cloud Object Storage をセットアップします

ONTAP 9.5 以降を実行している場合は、 FabricPool のクラウド階層として IBM Cloud

Object Storage をセットアップできます。

FabricPool でIBM Cloud Object Storageを使用する場合の考慮事項について説明します

• FabricPool ライセンスが必要な場合があります。

新規に購入した AFF システムには、 FabricPool を使用するための 10TB の空き容量が含まれていま
す。AFF システムで追加の容量が必要な場合、 AFF 以外のシステムで IBM Cloud Object Storage を使用
する場合、または既存のクラスタからアップグレードする場合は、 FabricPool ライセンスが必要になりま
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す。

既存のクラスタ用に FabricPool を初めて購入した場合は、 10TB の空き容量を含む FabricPool ライセン
スが付随します。

• ONTAP がIBM Cloudオブジェクトサーバとの接続に使用するLIFは10Gbpsポートに配置することを推奨し
ます。

手順

1. を使用して、IBM Cloud Object Storageの設定情報を指定します storage aggregate object-store

config create コマンドにを指定します -provider-type IBM_COS パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAP がIBM Cloud

Object Storageにアクセスできない場合は、コマンドが失敗します。

◦ を使用します -access-key IBM Cloud Object Storageオブジェクトストアへの要求を認証するため
のアクセスキーを指定するパラメータ。

◦ を使用します -secret-password IBM Cloud Object Storageオブジェクトストアへの要求を認証す
るためのパスワード（シークレットアクセスキー）を指定するパラメータ。

◦ IBM Cloud Object Storage のパスワードが変更された場合は、 ONTAP に格納されている対応するパ
スワードをただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP は引き続き IBM Cloud Object Storage 内のデータにアクセスできます。

storage aggregate object-store config create

-object-store-name MyIBM -provider-type IBM_COS

-server s3.us-east.objectstorage.softlayer.net

-container-name my-ibm-cos-bucket -access-key DXJRXHPXHYXA9X31X3JX

2. を使用して、IBM Cloud Object Storageの設定情報を表示して確認します storage aggregate

object-store config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、FabricPool のIBM

Cloud Object Storageの設定情報を変更できます。

クラウド階層としてクラウド用の Azure Blob Storage をセットアップします

ONTAP 9.4 以降を実行している場合は、クラウド用 Azure Blob Storage を FabricPool

のクラウド階層としてセットアップできます。

FabricPool でMicrosoft Azure Blob Storageを使用する場合の考慮事項

• FabricPool ライセンスが必要な場合があります。

新規に購入した AFF システムには、 FabricPool を使用するための 10TB の空き容量が含まれていま
す。AFF システムで追加の容量が必要な場合、 AFF 以外のシステムで Azure Blob Storage を使用する場
合、または既存のクラスタからアップグレードする場合は、 FabricPool ライセンスが必要になります。

既存のクラスタ用に FabricPool を初めて購入した場合は、 10TB の空き容量を含む FabricPool ライセン
スが付随します。
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• Cloud Volumes ONTAP で Azure Blob Storage を使用する場合は、 FabricPool ライセンスは必要ありませ
ん。

• ONTAP がAzure Blob Storageオブジェクトサーバとの接続に使用するLIFは、10Gbpsポートに配置するこ
とを推奨します。

• 現在、 FabricPool はオンプレミスの Azure サービスである Azure Stack をサポートしていません。

• Microsoft Azure Blob Storage のアカウントレベルでは、 FabricPool はホットとクールのストレージ階層
のみをサポートします。

FabricPool では、 blob レベルの階層化はサポートされません。また、 Azure のアーカイブストレージ階
層への階層化もサポートされません。

このタスクについて

現在、 FabricPool はオンプレミスの Azure サービスである Azure Stack をサポートしていません。

手順

1. を使用して、Azure Blob Storageの設定情報を指定します storage aggregate object-store

config create コマンドにを指定します -provider-type Azure_Cloud パラメータ

◦ 。 storage aggregate object-store config create 指定された情報でONTAP がAzure Blob

Storageにアクセスできない場合、コマンドが失敗します。

◦ を使用します -azure-account Azure Blob Storageアカウントを指定するパラメータ。

◦ を使用します -azure-private-key Azure Blob Storageへの要求を認証するためのアクセスキーを
指定するパラメータ。

◦ Azure Blob Storage のパスワードが変更された場合は、 ONTAP に格納されている対応するパスワー
ドをただちに更新する必要があります。

これにより、 ONTAP は引き続き Azure Blob Storage 内のデータにアクセスできます。

cluster1::> storage aggregate object-store config create

-object-store-name MyAzure -provider-type Azure_Cloud

-server blob.core.windows.net -container-name myAzureContainer

-azure-account myAzureAcct -azure-private-key myAzureKey

2. を使用して、Azure Blob Storageの設定情報を表示して確認します storage aggregate object-

store config show コマンドを実行します

。 storage aggregate object-store config modify コマンドを使用して、FabricPool のAzure

Blob Storageの設定情報を変更できます。

MetroCluster 構成で FabricPool のオブジェクトストアを設定する

ONTAP 9.7 以降を実行している場合、 MetroCluster 構成にミラーリングされた
FabricPool をセットアップして、 2 つの異なる障害ゾーンにあるオブジェクトストアに
コールドデータを階層化できます。
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このタスクについて

• MetroCluster の FabricPool では、基盤となるミラーアグリゲートと関連するオブジェクトストア設定が同
じ MetroCluster 構成に所属している必要があります。

• リモートの MetroCluster サイトで作成されたオブジェクトストアにアグリゲートを接続することはできま
せん。

• アグリゲートが所属する MetroCluster 構成にオブジェクトストアを設定する必要があります。

作業を開始する前に

• MetroCluster 構成がセットアップされ、適切に設定されている。

• 2 つのオブジェクトストアが適切な MetroCluster サイトにセットアップされている。

• 各オブジェクトストアにコンテナが設定されている。

• 2 つの MetroCluster 構成に IP スペースが作成または識別され、それらの名前が一致している。

ステップ

1. を使用して、各MetroCluster サイトのオブジェクトストア設定情報を指定します storage object-

store config create コマンドを実行します

この例では、 MetroCluster 構成の一方のクラスタにのみ FabricPool が必要です。オブジェクトストアバ
ケットごとに 1 つずつ、計 2 つのオブジェクトストア設定をそのクラスタに作成します。

storage aggregate

    object-store config create -object-store-name mcc1-ostore-config-s1

-provider-type SGWS -server

    <SGWS-server-1> -container-name <SGWS-bucket-1> -access-key <key>

-secret-password <password> -encrypt

    <true|false> -provider <provider-type> -is-ssl-enabled <true|false>

ipspace

    <IPSpace>

storage aggregate object-store config create -object-store-name mcc1-

ostore-config-s2

    -provider-type SGWS -server <SGWS-server-2> -container-name <SGWS-

bucket-2> -access-key <key> -secret-password <password> -encrypt

<true|false> -provider <provider-type>

    -is-ssl-enabled <true|false> ipspace <IPSpace>

この例では、 MetroCluster 構成のもう一方のクラスタに FabricPool をセットアップします。
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storage aggregate

    object-store config create -object-store-name mcc2-ostore-config-s1

-provider-type SGWS -server

    <SGWS-server-1> -container-name <SGWS-bucket-3> -access-key <key>

-secret-password <password> -encrypt

    <true|false> -provider <provider-type> -is-ssl-enabled <true|false>

ipspace

    <IPSpace>

storage aggregate

    object-store config create -object-store-name mcc2-ostore-config-s2

-provider-type SGWS -server

    <SGWS-server-2> -container-name <SGWS-bucket-4> -access-key <key>

-secret-password <password> -encrypt

    <true|false> -provider <provider-type> -is-ssl-enabled <true|false>

ipspace

    <IPSpace>

ローカル階層に接続する前にオブジェクトストアのスループットパフォーマンスをテストする

オブジェクトストアをローカル階層に接続する前に、オブジェクトストアプロファイラ
を使用してオブジェクトストアのレイテンシとスループットのパフォーマンスをテスト
できます。

その前に

• オブジェクトストアプロファイラでクラウド階層を使用するには、ONTAPにクラウド階層を追加する必要
があります。

• ONTAP CLIのadvanced権限モードに切り替える必要があります。

手順

1. オブジェクトストアプロファイラを起動します。

storage aggregate object-store profiler start -object-store-name <name> -node

<name>

2. 結果を表示します。

storage aggregate object-store profiler show

クラウド階層をローカル階層（アグリゲート）に接続する

クラウド階層として使用するオブジェクトストアのセットアップが完了したら、使用す
るローカル階層（アグリゲート）をFabricPool に接続して指定します。ONTAP 9.5以降
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では、対象となるFlexGroup ボリュームコンスティチュエントを含むローカル階層（
アグリゲート）を接続することもできます。

このタスクについて

ローカル階層へのクラウド階層の接続は永続的な操作です。接続後にローカル階層からクラウド階層の接続を
解除することはできません。ただし、 "FabricPoolミラー" をクリックして、別のクラウド階層にローカル階層
を接続します。

作業を開始する前に

ONTAP CLI を使用して FabricPool 用のアグリゲートをセットアップする場合は、既存のアグリゲートを使用
する必要があります。

System Managerを使用してFabricPool のローカル階層をセットアップする場合は、ローカル階
層を作成し、FabricPool に使用するように設定できます。

手順

ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIを使用して、FabricPool オブジェクトストアにローカル階層（ア
グリゲート）を接続できます。
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System Manager の略

1. 「*ストレージ」>「階層」に移動し、クラウド階層を選択して、をクリックします 。

2. ローカル階層の接続*を選択します。

3. [プライマリとして追加]で、ボリュームが接続可能であることを確認します。

4. 必要に応じて、*ボリュームをシンプロビジョニングに変換*を選択します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

CLI の使用

CLIを使用してアグリゲートにオブジェクトストアを接続するには、次の手順を実行します。

1. * オプション * ：ボリューム内のアクセス頻度の低いデータの量を確認するには、の手順に従います
"Inactive Data Reporting によるボリューム内のアクセス頻度の低いデータ量の確認"。

ボリューム内のアクセス頻度の低いデータの量を確認すると、 FabricPool に使用するアグリゲート
を決定するのに役立ちます。

2. を使用してオブジェクトストアをアグリゲートに接続します storage aggregate object-

store attach コマンドを実行します

FabricPool で使用したことがないアグリゲートで、既存のボリュームが含まれている場合は、デフォ

ルトのボリュームが割り当てられます snapshot-only 階層化ポリシー：

cluster1::> storage aggregate object-store attach -aggregate myaggr

-object-store-name Amazon01B1

を使用できます allow-flexgroup true FlexGroup ボリュームのコンスティチュエントを含むア
グリゲートを接続するオプション。

3. を使用してオブジェクトストアの情報を表示し、接続したオブジェクトストアが使用可能であること

を確認します storage aggregate object-store show コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store show

Aggregate    Object Store Name    Availability State

---------    -----------------    ------------------

myaggr       Amazon01B1           available

データをローカルバケットに階層化します

ONTAP 9.8 以降では、 ONTAP S3 を使用してローカルオブジェクトストレージにデー
タを階層化できます。

データをローカルバケットに階層化すると、データを別のローカル階層に移動する簡単な方法が提供されま

28



す。この手順では、ローカルクラスタの既存のバケットを使用することも、 ONTAP で新しい Storage VM

と新しいバケットを自動的に作成することもできます。

ローカル階層（アグリゲート）に接続したクラウド階層は接続を解除できないことに注意してください。

このワークフローには S3 ライセンスが必要です。このライセンスでは、新しい S3 サーバと新しいバケット
を作成するか、または既存の S3 ライセンスを使用します。このワークフローには FabricPool ライセンスは
必要ありません。

ステップ

1. データをローカルバケットに階層化します。「 * Tiers * 」をクリックし、階層を選択して、をクリックし
ます 。

2. 必要に応じて、シンプロビジョニングを有効にします。

3. 既存の階層を選択するか、新しい階層を作成してください。

4. 必要に応じて、既存の階層化ポリシーを編集します。

FabricPool を管理します

Manage FabricPool の概要

ストレージ階層化のニーズに対応するため、 ONTAP では、ボリューム内のアクセス頻
度の低いデータ量の表示、 FabricPool へのボリュームの追加と移動、 FabricPool のス
ペース使用量の監視、ボリュームの階層化ポリシーや階層化の最小クーリング期間の変
更が可能です。

Inactive Data Reporting でボリューム内のアクセス頻度の低いデータの量を確認

ボリューム内のアクセス頻度の低いデータの量を確認することで、ストレージ階層を効
率よく使用することができます。Inactive Data Reporting の情報を参考に、 FabricPool

に使用するアグリゲート、 FabricPool との間でボリュームを移動するかどうか、ボリュ
ームの階層化ポリシーを変更するかどうかを決定することができます。

必要なもの

Inactive Data Reporting 機能を使用するには、 ONTAP 9.4 以降が必要です。

このタスクについて

• Inactive Data Reporting は、一部のアグリゲートではサポートされません。

FabricPool を有効にできない場合は、次のような Inactive Data Reporting を有効にできません。

◦ ルートアグリゲート

◦ 9.7 より前のバージョンの ONTAP を実行している MetroCluster アグリゲート

◦ Flash Pool （ハイブリッドアグリゲートまたは SnapLock アグリゲート）

• アダプティブ圧縮が有効になっているボリュームがあるアグリゲートでは、Inactive Data Reportingがデ
フォルトで有効になります。
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• ONTAP 9.6 では、すべての SSD アグリゲートに対して Inactive Data Reporting がデフォルトで有効にな
ります。

• ONTAP 9.4 および ONTAP 9.5 の FabricPool アグリゲートでは、 Inactive Data Reporting がデフォルトで
有効になります。

• ONTAP 9.6 以降では、 HDD アグリゲートを含む ONTAP CLI を使用して、 FabricPool 以外のアグリゲー
トに対して Inactive Data Reporting を有効にできます。

手順

アクセス頻度の低いデータの量は、ONTAP System ManagerまたはONTAP CLIで確認できます。
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System Manager の略

1. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ 既存の HDD アグリゲートがある場合は、「 * Storage 」 > 「 Tiers * 」の順に選択し、をクリッ
クします  アクセス頻度の低いデータのレポートを有効にするアグリゲートについて選択しま
す。

◦ クラウド階層が設定されていない場合は、 * ダッシュボード * に移動し、 * 容量 * の下の * 非ア
クティブデータレポートの有効化 * リンクをクリックします。

CLI の使用

CLIを使用して非アクティブデータレポートを有効にするには、次の手順

1. Inactive Data Reportingを表示するアグリゲートがFabricPool で使用されていない場合は、を使用し

てアグリゲートのInactive Data Reportingを有効にします storage aggregate modify コマンド

にを指定します -is-inactive-data-reporting-enabled true パラメータ

cluster1::> storage aggregate modify -aggregate aggr1 -is-inactive

-data-reporting-enabled true

FabricPool に使用されていないアグリゲートでは、 Inactive Data Reporting 機能を明示的に有効にす
る必要があります。

FabricPool 対応アグリゲートについては、すでに Inactive Data Reporting が有効になっているため有

効にする必要はありません。。 -is-inactive-data-reporting-enabled パラメータ
はFabricPool対応アグリゲートでは機能しません。

。 -fields is-inactive-data-reporting-enabled のパラメータ storage aggregate

show コマンドは、アグリゲートでInactive Data Reportingが有効になっているかどうかを表示しま
す。

2. ボリューム上のアクセス頻度の低いデータの量を表示するには、を使用します volume show コマ

ンドにを指定します -fields performance-tier-inactive-user-data,performance-

tier-inactive-user-data-percent パラメータ

cluster1::> volume show -fields performance-tier-inactive-user-

data,performance-tier-inactive-user-data-percent

vserver volume performance-tier-inactive-user-data performance-tier-

inactive-user-data-percent

------- ------ -----------------------------------

-------------------------------------------

vsim1   vol0   0B                                  0%

vs1     vs1rv1 0B                                  0%

vs1     vv1    10.34MB                             0%

vs1     vv2    10.38MB                             0%

4 entries were displayed.
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◦ 。 performance-tier-inactive-user-data フィールドには、アグリゲートに格納されて
いるアクセス頻度の低いユーザデータの量が表示されます。

◦ 。 performance-tier-inactive-user-data-percent フィールドには、アクティブファイ
ルシステムとSnapshotコピー全体でアクセス頻度の低いデータの割合が表示されます。

◦ FabricPool に使用されていないアグリゲートの場合、Inactive Data Reportingは階層化ポリシー
を使用してコールドとしてレポートするデータの量を決定します。

▪ をクリックします none 階層化ポリシーでは31日が使用されます。

▪ をクリックします snapshot-only および auto、Inactive Data Reportingのを使用します

tiering-minimum-cooling-days。

▪ をクリックします ALL ポリシーのInactive Data Reportingでは、データが1日以内に階層化さ
れることが想定されています。

期間が終了するまで ' 出力には ' 値ではなく ' 非アクティブなデータの量が表示されます

◦ FabricPool に含まれるボリュームの場合、アクセス頻度の低いデータとして報告される ONTAP

は、ボリュームに設定されている階層化ポリシーによって異なります。

▪ をクリックします none 階層化ポリシーのONTAP では、ボリューム全体のうち、少なくと
も31日間アクセスされていないデータの量が報告されます。を使用することはできません

-tiering-minimum-cooling-days パラメータと none 階層化ポリシー：

▪ をクリックします ALL、 snapshot-only`および `auto 階層化ポリシーのInactive Data

Reportingはサポートされません。

FabricPoolのボリュームを管理します。

FabricPool 用のボリュームを作成します

FabricPool にボリュームを追加するには、 FabricPool 対応アグリゲートに直接ボリュー
ムを新規作成するか、別のアグリゲートから FabricPool 対応アグリゲートに既存のボリ
ュームを移動します。

FabricPool 用のボリュームを作成するときに、階層化ポリシーを指定できます。階層化ポリシーを指定しない

場合、作成されるボリュームではデフォルトが使用されます snapshot-only 階層化ポリシー：を含むボリ

ュームの場合 snapshot-only または auto 階層化ポリシーでは、階層化の最小クーリング期間も指定でき
ます。

必要なもの

• を使用するようにボリュームを設定します auto 階層化ポリシーまたは階層化の最小クーリング期間を指
定するには、ONTAP 9.4以降が必要です。

• FlexGroup ボリュームを使用するには、 ONTAP 9.5 以降が必要です。

• を使用するようにボリュームを設定します all 階層化ポリシーにはONTAP 9.6以降が必要です。

• を使用するようにボリュームを設定します -cloud-retrieval-policy パラメータにはONTAP 9.8以
降が必要です。

手順
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1. を使用して、FabricPool 用の新しいボリュームを作成します volume create コマンドを実行します

◦ 。 -tiering-policy オプションのパラメータを使用すると、ボリュームの階層化ポリシーを指定で
きます。

次のいずれかの階層化ポリシーを指定できます。

▪ snapshot-only （デフォルト）

▪ auto

▪ all

▪ backup （廃止予定）

▪ none

"FabricPool 階層化ポリシーのタイプ"

◦ 。 -cloud-retrieval-policy オプションのパラメータを指定すると、advanced権限レベルのク
ラスタ管理者は、階層化ポリシーで制御されるデフォルトのクラウド移行または読み出し動作を上書
きできます。

次のいずれかのクラウド読み出しポリシーを指定できます。

▪ default

どのデータを移行するかは階層化ポリシーによって決定されるため、でのクラウドデータの読み

出しに変更はありません default cloud-retrieval-policy：つまり、 ONTAP 9.8 より前のリリース
と同じです。

▪ 階層化ポリシーがの場合 none または snapshot-only「default」とは、クライアントによっ
て読み取られたデータがすべてクラウド階層から高パフォーマンス階層に移行されることを意
味します。

▪ 階層化ポリシーがの場合 `auto`に設定すると、クライアントによるランダムリードはすべてプ
ルされますが、シーケンシャルリードはプルされません。

▪ 階層化ポリシーがの場合 all その後、クライアントによって読み取られたデータはクラウド
階層から移行されません。

▪ on-read

クライアントからのデータ読み取りは、すべてクラウド階層からパフォーマンス階層に引き上げ
られます。

▪ never

クライアント中心のデータは、クラウド階層からパフォーマンス階層に移動されません

▪ promote

▪ 階層化ポリシーに使用します `none`すべてのクラウドデータがクラウド階層から高パフォーマ
ンス階層に移行されます

▪ 階層化ポリシーに使用します `snapshot-only`のすべてのアクティブなファイルシステムデータ
がクラウド階層から高パフォーマンス階層に移行されます。
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◦ 。 -tiering-minimum-cooling-days advanced権限レベルでオプションのパラメータを指定する

と、を使用するボリュームの階層化の最小クーリング期間を指定できます snapshot-only または

auto 階層化ポリシー：

ONTAP 9.8 以降では、階層化の最小クーリング日数に 2 ~ 183 の値を指定できます。9.8 より前のバ
ージョンの ONTAP を使用している場合は、階層化の最小クーリング期間に 2~63 の値を指定できま
す。

FabricPool 用のボリュームを作成する例

次の例は、「 FabricPool 」対応アグリゲートに「 myvol1 」という名前のボリュームを作成します。階層化

ポリシーがに設定されている auto 階層化の最小クーリング期間は45日に設定されています。

cluster1::*> volume create -vserver myVS -aggregate myFabricPool

-volume myvol1 -tiering-policy auto -tiering-minimum-cooling-days 45

関連情報

"FlexGroup ボリューム管理"

ボリュームを FabricPool に移動します

ボリュームを FabricPool に移動する場合は、 move コマンドを使用してボリュームの階
層化ポリシーを指定または変更できます。ONTAP 9.8 以降では、 Inactive Data

Reporting を有効にして FabricPool 以外のボリュームを移動する場合、 FabricPool はヒ
ートマップを使用して階層化可能なブロックを読み取り、コールドデータを FabricPool

デスティネーションの大容量階層に移動します。

必要なもの

階層化ポリシーを変更することが、データがコールドと認識されてクラウド階層に移動されるまでの時間にど
のように影響するかを理解しておく必要があります。

"ボリュームを移動した場合の階層化ポリシーへの影響"

このタスクについて

FabricPool以外のボリュームでInactive Data Reportingが有効になっている場合は、階層化ポリシーを使用し

てボリュームを移動したとき auto または snapshot-only FabricPool はFabricPool に対して、ヒートマッ
プファイルから階層化可能な温度ブロックを読み取り、その温度を使用してコールドデータをFabricPool デス
ティネーションの大容量階層に直接移動します。

を使用しないでください -tiering-policy オプション（ONTAP 9.8を使用していて、Inactive Data

Reportingの情報を使用してデータを大容量階層に直接移動する場合）。このオプションを使用すると、
ONTAP 9.8 より前のリリースの移動動作に従って、 FabricPool は温度データを無視します。

ステップ

1. を使用します volume move start コマンドを使用してボリュームをFabricPool に移動します。

。 -tiering-policy オプションのパラメータを使用すると、ボリュームの階層化ポリシーを指定でき
ます。
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次のいずれかの階層化ポリシーを指定できます。

◦ snapshot-only （デフォルト）

◦ auto

◦ all

◦ none [+] "FabricPool 階層化ポリシーのタイプ"

ボリュームをFabricPool に移動する例

次の例は、「 vs1 」 SVM 内の「 m yvol2 」という名前のボリュームを「 dest_FabricPool 」

FabricPool 対応アグリゲートに移動します。ボリュームはを使用するように明示的に設定されます

`none 階層化ポリシー：

cluster1::> volume move start -vserver vs1 -volume myvol2

-destination-aggregate dest_FabricPool -tiering-policy none

ボリュームをクラウドに直接書き込むための有効化と無効化

ONTAP 9.14.1以降では、FabricPoolの新規または既存のボリュームに対してクラウドへ
の直接書き込みを有効または無効にすることで、NFSクライアントが階層化スキャンを
待たずにクラウドに直接データを書き込むことができます。SMBクライアントは、クラ
ウドの書き込みが有効なボリュームの高パフォーマンス階層に引き続き書き込みま
す。cloud-writeモードはデフォルトで無効になっています。

クラウドに直接書き込む機能は、ローカル階層でクラスタでサポートできない大量のデータがクラスタに転送
されるなど、移行のような場合に役立ちます。cloud-writeモードを使用しない場合は、移行中に少量のデータ
が転送されてから階層化され、移行が完了するまで再び転送されて階層化されます。cloud-writeモードを使用
すると、データがローカル階層に転送されないため、この種の管理は不要になります。

作業を開始する前に

• クラスタ管理者またはSVM管理者である必要があります。

• advanced権限レベルが必要です。

• 読み取り/書き込みタイプのボリュームである必要があります。

• ボリュームの階層化ポリシーが「すべて」である必要があります。

ボリューム作成時のクラウドへの直接書き込みを可能にする

手順

1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを作成し、cloud-writeモードを有効にします。
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volume create -volume <volume name> -is-cloud-write-enabled <true|false>

-aggregate <local tier name>

次の例は、FabricPoolローカル階層（aggr1）に、クラウド書き込みを有効にしてvol1という名前のボリュ
ームを作成します。

volume create -volume vol1 -is-cloud-write-enabled true -aggregate aggr1

既存のボリュームのクラウドへの直接書き込みを可能にする

手順

1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを変更してcloud-writeモードを有効にします。

volume modify -volume <volume name> -is-cloud-write-enabled <true|false>

-aggregate <local tier name>

次の例は、FabricPoolローカル階層（aggr1）でクラウド書き込みを有効にしたvol1という名前のボリュー
ムを変更します。

volume modify -volume vol1 -is-cloud-write-enabled true -aggregate aggr1

ボリュームのクラウドへの直接書き込みを無効にする

手順

1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. cloud-writeモードを無効にします。

volume modify -volume <volume name> -is-cloud-write-enabled <true|false>

-aggregate <aggregate name>

次の例は、vol1という名前のボリュームを作成し、クラウド書き込みを有効にします。
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volume modify -volume vol1 -is-cloud-write-enabled false -aggregate

aggr1

アグレッシブ先読みモードの有効化と無効化

ONTAP 9.14.1以降では、ムービーストリーミングワークロードなどのメディアやエンタ
ーテイメントをサポートするFabricPoolのボリュームで、積極的な先読みモードを有効
または無効にすることができます。ONTAP 9.14.1では、FabricPoolをサポートするすべ
てのオンプレミスプラットフォームでアグレッシブ先読みモードを使用できます。この
機能はデフォルトで無効になっています。

このタスクについて

。 aggressive-readahead-mode コマンドには2つのオプションがあります。

• none:先読みは無効です。

• file_prefetch:クライアントアプリケーションよりも先にファイル全体がメモリに読み込まれます。

作業を開始する前に

• クラスタ管理者またはSVM管理者である必要があります。

• advanced権限レベルが必要です。

ボリューム作成時に積極的な先読みモードを有効にする

手順

1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを作成し、アグレッシブ先読みモードを有効にします。

volume create -volume <volume name>  -aggressive-readahead-mode

<none|file_prefetch>

次の例は、file_prefetchオプションを指定して、アグレッシブ先読みを有効にしたvol1という名前のボリュ
ームを作成します。

volume create -volume vol1 -aggressive-readahead-mode file_prefetch

アグレッシブ先読みモードを無効にする

手順
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1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. アグレッシブ先読みモードを無効にします。

volume modify -volume <volume name>  -aggressive-readahead-mode none

次の例は、vol1という名前のボリュームを変更して、アグレッシブ先読みモードを無効にします。

volume modify -volume vol1 -aggressive-readahead-mode none

ボリュームのアグレッシブ先読みモードを表示する

手順

1. 権限レベルを advanced に設定します。

set -privilege advanced

2. アグレッシブ先読みモードを表示します。

volume show -fields aggressive-readahead-mode

ユーザが作成したカスタムタグを使用したオブジェクトタグ付け

ユーザが作成したカスタムタグを使用したオブジェクトタグ付けの概要

ONTAP 9.8 以降では、 FabricPool でユーザが作成したカスタムタグを使用したオブジェ
クトタグ付けがサポートされているため、オブジェクトを分類して分類し、管理を容易
にすることができます。admin 権限レベルのユーザは、新しいオブジェクトタグを作成
し、既存のタグを変更、削除、および表示できます。

ボリュームの作成時に新しいタグを割り当てます

作成する新しいボリュームから階層化された新しいオブジェクトに 1 つ以上のタグを割
り当てる場合は、新しいオブジェクトタグを作成できます。タグを使用すると、階層化
オブジェクトを分類およびソートしてデータを簡単に管理できます。ONTAP 9.8以降で
は、System Managerを使用してオブジェクトタグを作成できます。

このタスクについて
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タグは、 StorageGRID に接続された FabricPool でのみ設定できます。これらのタグはボリュームの移動時
に保持されます。

• ボリュームあたり最大 4 つのタグを使用できます

• CLIでは、各オブジェクトタグはキーと値のペアを等号で区切って指定する必要があります ("")

• CLIでは、複数のタグをカンマで区切る必要があります ("")

• 各タグ値の最大文字数は 127 文字です

• 各タグキーの 1 文字目はアルファベットかアンダースコアにする必要があります。

キーに使用できる文字は英数字とアンダースコアのみです。最大文字数は 127 文字です。

手順

オブジェクトタグは、ONTAP システムマネージャまたはONTAP CLIを使用して割り当てることができます。

System Manager の略

1. [ストレージ]>[階層]に移動します。

2. タグを付けるボリュームを含むストレージ階層を特定します。

3. [* Volumes （ボリューム） ] タブをクリックします

4. タグを付けるボリュームを探し、*オブジェクトタグ*列で*クリックしてタグを入力*を選択します。

5. キーと値を入力します。

6. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

CLI の使用

1. を使用します volume create コマンドにを指定します -tiering-object-tags 指定したタグを
使用して新しいボリュームを作成するオプション。複数のタグをカンマで区切って指定できます。

volume create [ -vserver <vserver name> ] -volume <volume_name>

-tiering-object-tags <key1=value1> [

    ,<key2=value2>,<key3=value3>,<key4=value4> ]

次の例は、 3 つのオブジェクトタグが指定された FP_volume1 という名前のボリュームを作成しま
す。

vol create -volume fp_volume1 -vserver vs0 -tiering-object-tags

project=fabricpool,type=abc,content=data

既存のタグを変更します

タグの名前を変更したり、オブジェクトストア内の既存のオブジェクトでタグを置き換
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えたり、あとで追加する予定の新しいオブジェクトに別のタグを追加したりできます。

このタスクについて

を使用する volume modify コマンドにを指定します -tiering-object-tags オプションを指定すると、
既存のタグが指定した新しい値に置き換えられます。

手順

System Manager の略

1. [ストレージ]>[階層]に移動します。

2. 変更するタグが含まれているボリュームを含むストレージ階層を特定します。

3. [* Volumes （ボリューム） ] タブをクリックします

4. 変更するタグが付いたボリュームを探し、*オブジェクトタグ*列でタグ名をクリックします。

5. タグを変更します。

6. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

CLI の使用

1. を使用します volume modify コマンドにを指定します -tiering-object-tags 既存のタグを変
更するオプション。

volume modify [ -vserver <vserver name> ] -volume <volume_name>

-tiering-object-tags <key1=value1> [ ,<key2=value2>,

<key3=value3>,<key4=value4> ]

次の例では、既存のタグタイプ =abc の名前を type=xyz に変更します。

vol create -volume fp_volume1 -vserver vs0 -tiering-object-tags

project=fabricpool,type=xyz,content=data

タグを削除します

ボリュームまたはオブジェクトストア内のオブジェクトに設定する必要がなくなったオ
ブジェクトタグは削除できます。

手順

ONTAP システムマネージャまたはONTAP CLIを使用して、オブジェクトタグを削除できます。
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System Manager の略

1. [ストレージ]>[階層]に移動します。

2. 削除するタグが含まれているボリュームを含むストレージ階層を特定します。

3. [* Volumes （ボリューム） ] タブをクリックします

4. 削除するタグが付いたボリュームを探し、*オブジェクトタグ*列でタグ名をクリックします。

5. タグを削除するには、ごみ箱のアイコンをクリックします。

6. [ 適用（ Apply ） ] をクリックします。

CLI の使用

1. を使用します volume modify コマンドにを指定します -tiering-object-tags オプションの後

に空の値を入力します (""）をクリックして既存のタグを削除します。

次の例は、 FP_volume1 の既存のタグを削除します。

vol modify -volume fp_volume1 -vserver vs0 -tiering-object-tags ""

ボリュームの既存のタグを表示します

ボリューム上の既存のタグを表示して、新しいタグをリストに追加する前に使用できる
タグを確認できます。

ステップ

1. を使用します volume show コマンドにを指定します -tiering-object-tags ボリュームの既存のタ
グを表示するオプション。

volume show [ -vserver <vserver name> ] -volume <volume_name> -fields

-tiering-object-tags

FabricPool ボリュームでオブジェクトのタグ付けステータスを確認します

1 つ以上の FabricPool ボリュームでタギングが完了しているかどうかを確認できます。

ステップ

1. を使用します vol show コマンドにを指定します -fieldsneeds-object-retagging タグ付けが進行
中かどうか、完了しているかどうか、またはタグ付けが設定されていないかどうかを確認するオプショ
ン。

vol show -fields needs-object-retagging  [ -instance | -volume <volume

name>]
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次のいずれかの値が表示されます。

◦ true --このボリュームに対してオブジェクトタグ付けスキャナがまだ実行されていないか、再実行す
る必要があります

◦ false --このボリュームに対するオブジェクトタグ付けスキャナのタグ付けが完了しました

◦ <-> --オブジェクトタグ付けスキャナはこのボリュームには適用されません。これは、 FabricPool に
ないボリュームで発生します。

FabricPool のスペース使用量を監視します

FabricPool のパフォーマンス階層とクラウド階層に格納されているデータ量を把握して
おく必要があります。この情報は、ボリュームの階層化ポリシーの変更、 FabricPool ラ
イセンスで許可された使用量の制限の拡張、またはクラウド階層のストレージスペース
の拡張が必要かどうかを確認するのに役立ちます。

手順

1. 次のいずれかのコマンドを使用して情報を表示し、 FabricPool 対応アグリゲートのスペース使用量を監視
します。

表示する項目 使用するコマンド

アグリゲートのクラウド階層の使用済みサイズ storage aggregate show を使用 -instance

パラメータ

オブジェクトストアの参照容量を含む、アグリゲー
ト内のスペース使用量の詳細

storage aggregate show-space を使用

-instance パラメータ

アグリゲートに接続されているオブジェクトストア
のスペース使用率。ライセンススペースの使用量も
含まれます

storage aggregate object-store show-

space

アグリゲート内のボリュームおよびそのデータとメ
タデータの容量のリスト

volume show-footprint

CLI コマンドに加え、 Active IQ Unified Manager （旧 OnCommand Unified Manager ）と FabricPool

Advisor （ ONTAP 9.4 以降のクラスタでサポート）または System Manager を使用してスペース使用量を
監視することもできます。

次の例は、 FabricPool のスペース使用量と関連情報を表示する方法を示しています。
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cluster1::> storage aggregate show-space -instance

                          Aggregate: MyFabricPool

                                                                   ...

                                               Aggregate Display Name:

MyFabricPool

                                                                   ...

                          Total Object Store Logical Referenced

Capacity: -

                          Object Store Logical Referenced Capacity

Percentage: -

                                                                   ...

                                                       Object Store

Size: -

                          Object Store Space Saved by Storage

Efficiency: -

                          Object Store Space Saved by Storage Efficiency

Percentage: -

                                                 Total Logical Used

Size: -

                                                 Logical Used

Percentage: -

                                           Logical Unreferenced

Capacity: -

                                         Logical Unreferenced

Percentage: -

cluster1::> storage aggregate show -instance

                           Aggregate: MyFabricPool

                           ...

                           Composite: true

                           Capacity Tier Used Size:

                           ...
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cluster1::> volume show-footprint

Vserver : vs1

Volume : rootvol

Feature                          Used       Used%

-------------------------------- ---------- -----

Volume Footprint                 KB          %

Volume Guarantee                 MB          %

Flexible Volume Metadata         KB          %

Delayed Frees                    KB          %

Total Footprint                  MB          %

Vserver : vs1

Volume : vol

Feature                          Used       Used%

-------------------------------- ---------- -----

Volume Footprint                 KB          %

Footprint in Performance Tier    KB          %

Footprint in Amazon01            KB          %

Flexible Volume Metadata         MB          %

Delayed Frees                    KB          %

Total Footprint                  MB          %

...

2. 必要に応じて、次のいずれかの操作を実行します。

状況 作業

ボリュームの階層化ポリシーを変更する の手順に従います "ボリュームの階層化ポリシーや
階層化の最小クーリング期間を変更してストレージ
階層化を管理する"。

FabricPool ライセンスの使用量の上限を引き上げま
す

ネットアップまたはパートナーの営業担当者にお問
い合わせください。

"ネットアップサポート"

クラウド階層のストレージスペースを拡張する クラウド階層として使用するオブジェクトストアの
プロバイダにお問い合わせください。
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ボリュームの階層化ポリシーまたは階層化の最小クーリング期間を変更して、ストレー
ジの階層化を管理します

ボリュームの階層化ポリシーを変更することで、アクセス頻度が低くなったデータ（
COM） をクラウド階層に移動するかどうかを制御できます。を含むボリュームの場合

snapshot-only または auto 階層化ポリシーでは、アクセスされていないユーザデー
タがクラウド階層に移動されるまでの階層化の最小クーリング期間も指定できます。

必要なもの

ボリュームをに変更しています auto 階層化ポリシーや階層化の最小クーリング期間を変更するに
は、ONTAP 9.4以降が必要です。

このタスクについて

ボリュームの階層化ポリシーを変更すると、そのボリュームに対する以降の階層化の動作のみ変更されます。
変更前までさかのぼってデータがクラウド階層に移動されることはありません。

階層化ポリシーを変更すると、データがコールドと認識されてクラウド階層に移動されるまでの時間に影響す
ることがあります。

"FabricPool でボリュームの階層化ポリシーを変更した場合の動作"

手順

1. を使用して、既存のボリュームの階層化ポリシーを変更します volume modify コマンドにを指定します

-tiering-policy パラメータ：

次のいずれかの階層化ポリシーを指定できます。

◦ snapshot-only （デフォルト）

◦ auto

◦ all

◦ none

"FabricPool 階層化ポリシーのタイプ"

2. ボリュームでが使用されている場合 snapshot-only または auto 階層化ポリシーを使用して階層化の最

小クーリング期間を変更する場合は、を使用します volume modify コマンドにを指定します

-tiering-minimum-cooling-days advanced権限レベルのオプションのパラメータ。

階層化の最小クーリング期間の値は、 2~183 の範囲で指定できます。9.8 より前のバージョンの ONTAP

を使用している場合は、階層化の最小クーリング期間に 2~63 の値を指定できます。

ボリュームの階層化ポリシーと階層化の最小クーリング期間の変更の例

次の例は、SVM「vs1」内のボリューム「myvol」の階層化ポリシーをに変更します auto 階層化の最小クー
リング期間は45日です。
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cluster1::> volume modify -vserver vs1 -volume myvol

-tiering-policy auto -tiering-minimum-cooling-days 45

FabricPool によるボリュームのアーカイブ（ビデオ）

このビデオでは、 System Manager を使用して、 FabricPool でクラウド階層にボリュー
ムをアーカイブする方法の概要を紹介します。

"ネットアップのビデオ： Archiving volumes with FabricPool （ backup + volume move ）"

関連情報

"NetApp TechComm TV ： FabricPool 関連ビデオ"

クラウド移行コントロールを使用して、ボリュームのデフォルトの階層化ポリシーを上
書きします

を使用して、クラウド階層から高パフォーマンス階層へのユーザデータの読み出しを制

御するボリュームのデフォルトの階層化ポリシーを変更できます -cloud-retrieval

-policy ONTAP 9.8で導入されたオプション。

必要なもの

• を使用したボリュームの変更 -cloud-retrieval-policy このオプションを使用するには、ONTAP

9.8以降が必要です。

• この処理を実行するには advanced 権限レベルが必要です。

• での階層化ポリシーの動作について理解しておく必要があります -cloud-retrieval-policy。

"階層化ポリシーがクラウド移行とどのように連携するか"

ステップ

1. を使用して、既存のボリュームの階層化ポリシーの動作を変更します volume modify コマンドにを指定

します -cloud-retrieval-policy オプション：

 volume create -volume <volume_name> -vserver <vserver_name> - tiering-

policy <policy_name> -cloud-retrieval-policy

vol modify -volume fp_volume4 -vserver vs0 -cloud-retrieval-policy

promote

データを高パフォーマンス階層に昇格
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データをパフォーマンス階層の概要に昇格

ONTAP 9.8以降では、advanced権限レベルのクラスタ管理者は、を組み合わせて使用し
て、クラウド階層からパフォーマンス階層にデータをプロアクティブに昇格できます

tiering-policy および cloud-retrieval-policy 設定：

このタスクについて

この処理は、ボリュームでFabricPool の使用を停止する場合やを使用している場合に実行します snapshot-

only 階層化ポリシーを使用していて、リストアされたSnapshotコピーのデータを高パフォーマンス階層に戻
したいと考えています。

FabricPool ボリュームのすべてのデータを高パフォーマンス階層に昇格します

クラウド内の FabricPool ボリューム上のすべてのデータをプロアクティブに読み出し、
高パフォーマンス階層に昇格できます。

ステップ

1. を使用します volume modify 設定するコマンド tiering-policy 終了： none および cloud-

retrieval-policy 終了： promote。

volume modify -vserver <vserver-name> -volume <volume-name> -tiering

-policy none -cloud-retrieval-policy promote

ファイルシステムのデータを高パフォーマンス階層に昇格

クラウド階層内のリストア済み Snapshot コピーからアクティブなファイルシステムデ
ータをプロアクティブに読み出し、パフォーマンス階層に昇格できます。

ステップ

1. を使用します volume modify 設定するコマンド tiering-policy 終了： snapshot-only および

cloud-retrieval-policy 終了： promote。

volume modify -vserver <vserver-name> -volume <volume-name> -tiering

-policy snapshot-only cloud-retrieval-policy promote

パフォーマンス階層の昇格のステータスを確認します

パフォーマンス階層の昇格のステータスを確認することで、処理が完了したかどうかを
判断できます。

ステップ

1. ボリュームを使用します object-store コマンドにを指定します tiering 高パフォーマンス階層への
昇格のステータスを確認するオプションです。
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volume object-store tiering show [ -instance | -fields <fieldname>, ...

] [ -vserver <vserver name> ] *Vserver

[[-volume] <volume name>] *Volume [ -node <nodename> ] *Node Name [ -vol

-dsid <integer> ] *Volume DSID

[ -aggregate <aggregate name> ] *Aggregate Name

volume object-store tiering show v1 -instance

                                  Vserver: vs1

                                   Volume: v1

                                Node Name: node1

                              Volume DSID: 1023

                           Aggregate Name: a1

                                    State: ready

                      Previous Run Status: completed

                 Aborted Exception Status: -

               Time Scanner Last Finished: Mon Jan 13 20:27:30 2020

                 Scanner Percent Complete: -

                      Scanner Current VBN: -

                         Scanner Max VBNs: -

      Time Waiting Scan will be scheduled: -

                           Tiering Policy: snapshot-only

     Estimated Space Needed for Promotion: -

                        Time Scan Started: -

  Estimated Time Remaining for scan to complete: -

                    Cloud Retrieve Policy: promote

移行と階層化のスケジュール設定を開始

ONTAP 9.8以降では、デフォルトの階層化スキャンを待たずにいつでも階層化スキャン
要求をトリガーできます。

ステップ

1. を使用します volume object-store コマンドにを指定します trigger 移行と階層化を申請するオプ
ションがあります。

volume object-store tiering trigger [ -vserver <vserver name> ] *VServer

Name [-volume] <volume name> *Volume Name
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FabricPool ミラーを管理します

Manage FabricPool mirrors の概要

災害発生時もデータストア内のデータへのアクセスを継続したり、データストアを交換
したりできるように、 2 つ目のデータストアを追加して FabricPool ミラーを構成し、 2

つのデータストアにデータを同期的に階層化することができます。新規または既存の
FabricPool 構成に 2 つ目のデータストアを追加したり、ミラーステータスを監視した
り、 FabricPool ミラーの詳細を表示したり、ミラーを昇格させたり、ミラーを削除した
りできます。ONTAP 9.7以降が実行されている必要があります。

FabricPool ミラーを作成します

FabricPool ミラーを作成するには、 2 つのオブジェクトストアを 1 つの FabricPool に接
続します。FabricPool ミラーを作成するには、既存の単一のオブジェクトストア
FabricPool 構成に 2 つ目のオブジェクトストアを接続するか、新しい単一のオブジェク
トストア FabricPool 構成を作成してから 2 つ目のオブジェクトストアを接続しま
す。MetroCluster 構成上に FabricPool ミラーを作成することもできます。

必要なもの

• を使用して2つのオブジェクトストアを作成しておく必要があります storage aggregate object-

store config コマンドを実行します

• MetroCluster 構成上に FabricPool ミラーを作成する場合の要件は次のとおりです。

◦ MetroCluster のセットアップと設定が完了している必要があります

◦ 選択したクラスタにオブジェクトストア設定を作成しておく必要があります。

MetroCluster 構成の両方のクラスタに FabricPool ミラーを作成する場合は、両方のクラスタにオブジ
ェクトストア設定を作成しておく必要があります。

◦ MetroCluster 構成にオンプレミスのオブジェクトストアを使用しない場合は、次のいずれかのシナリ
オに該当する必要があります。

▪ オブジェクトストアは異なるアベイラビリティゾーンにあります

▪ オブジェクトストアは、複数のアベイラビリティゾーンにオブジェクトのコピーを保持するよう
に設定されます

"MetroCluster 構成での FabricPool 用オブジェクトストアのセットアップ"

このタスクについて

FabricPool ミラーには、プライマリオブジェクトストアとは別のオブジェクトストアを使用する必要がありま
す。

FabricPool ミラーを作成する手順は、 MetroCluster 構成と MetroCluster 以外の構成で同じです。

手順

1. 既存のFabricPool 構成を使用しない場合は、を使用してオブジェクトストアをアグリゲートに接続して新
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しい構成を作成します storage aggregate object-store attach コマンドを実行します

この例では、オブジェクトストアをアグリゲートに接続して新しい FabricPool を作成します。

cluster1::> storage aggregate object-store attach -aggregate aggr1 -name

my-store-1

2. を使用して、2つ目のオブジェクトストアをアグリゲートに接続します storage aggregate object-

store mirror コマンドを実行します

この例では、 2 つ目のオブジェクトストアをアグリゲートに接続して FabricPool ミラーを作成します。

cluster1::> storage aggregate object-store mirror -aggregate aggr1 -name

my-store-2

FabricPool ミラー再同期ステータスを監視します

プライマリオブジェクトストアをミラーに置き換える場合、必要に応じてミラーがプラ
イマリデータストアと再同期されるまで待つ必要があります。

このタスクについて

FabricPool ミラーが同期されている場合はエントリは表示されません。

ステップ

1. を使用して、ミラー再同期ステータスを監視します storage aggregate object-store show-

resync-status コマンドを実行します

aggregate1::> storage aggregate object-store show-resync-status

-aggregate aggr1

                                               Complete

      Aggregate    Primary       Mirror        Percentage

      ---------    -----------   ----------    ----------

      aggr1        my-store-1     my-store-2     40%

FabricPool ミラーの詳細を表示します

FabricPool ミラーの詳細を表示して、設定に含まれているオブジェクトストアや、オブ
ジェクトストアミラーがプライマリオブジェクトストアと同期されているかどうかを確
認できます。

ステップ
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1. を使用して、FabricPool ミラーに関する情報を表示します storage aggregate object-store show

コマンドを実行します

次の例は、 FabricPool ミラーのプライマリオブジェクトストアとミラーオブジェクトストアの詳細を表示
します。

cluster1::> storage aggregate object-store show

Aggregate      Object Store Name Availability    Mirror Type

-------------- ----------------- -------------   ----------

aggr1          my-store-1        available       primary

               my-store-2        available       mirror

次の例は、再同期処理によってミラーがデグレード状態になっているかどうかを含む、 FabricPool ミラー
に関する詳細を表示します。

cluster1::> storage aggregate object-store show -fields mirror-type,is-

mirror-degraded

aggregate      object-store-name mirror-type     is-mirror-degraded

-------------- ----------------- ------------- ------------------

aggr1          my-store-1        primary           -

               my-store-2        mirror          false

FabricPool ミラーをプロモートします

オブジェクトストアミラーを昇格してプライマリオブジェクトストアとして再割り当て
することができます。オブジェクトストアミラーがプライマリになると、元のプライマ
リは自動的にミラーになります。

必要なもの

• FabricPool ミラーが同期されている必要があります

• オブジェクトストアが動作している必要があります

このタスクについて

元のオブジェクトストアを別のクラウドプロバイダのオブジェクトストアに置き換えることができます。たと
えば、元のミラーが AWS オブジェクトストアである場合に Azure オブジェクトストアに置き換えることがで
きます。

ステップ

1. を使用して、オブジェクトストアミラーを昇格します storage aggregate object-store modify

-aggregate コマンドを実行します
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cluster1::> storage aggregate object-store modify -aggregate aggr1 -name

my-store-2 -mirror-type primary

FabricPool ミラーを削除します

オブジェクトストアをレプリケートする必要がなくなった場合は、 FabricPool ミラーを
削除できます。

必要なもの

プライマリオブジェクトストアが動作している必要があります。動作していないとコマンドは失敗します。

ステップ

1. を使用して、FabricPool のオブジェクトストアミラーを削除します storage aggregate object-

store unmirror -aggregate コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store unmirror -aggregate aggr1

FabricPool ミラーを使用して既存のオブジェクトストアを置き換えます

FabricPool ミラーテクノロジを使用して、あるオブジェクトストアを別のオブジェクト
ストアに置き換えることができます。新しいオブジェクトストアは、元のオブジェクト
ストアと同じクラウドプロバイダを使用する必要はありません。

このタスクについて

元のオブジェクトストアを、別のクラウドプロバイダを使用するオブジェクトストアに置き換えることができ
ます。たとえば、 AWS をクラウドプロバイダとして使用しているオブジェクトストアが Azure を使用するオ
ブジェクトストアに置き換えることも、その逆も可能です。ただし、オブジェクトサイズは新しいオブジェク
トストアと元のオブジェクトストアで同じである必要があります。

手順

1. を使用して既存のFabricPool に新しいオブジェクトストアを追加し、FabricPool ミラーを作成します

storage aggregate object-store mirror コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store mirror -aggregate aggr1 -name

my-AZURE-store

2. を使用して、ミラー再同期ステータスを監視します storage aggregate object-store show-

resync-status コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store show-resync-status -aggregate

aggr1
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                                                  Complete

      Aggregate    Primary          Mirror        Percentage

      ---------    -----------      ----------    ----------

      aggr1        my-AWS-store     my-AZURE-store     40%

3. を使用して、ミラーが同期されていることを確認します storage aggregate object-store> show

-fields mirror-type,is-mirror-degraded コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store show -fields mirror-type,is-

mirror-degraded

aggregate      object-store-name mirror-type     is-mirror-degraded

-------------- ----------------- ------------- ------------------

aggr1          my-AWS-store        primary           -

               my-AZURE-store      mirror          false

4. を使用して、プライマリオブジェクトストアをミラーオブジェクトストアとスワップします storage

aggregate object-store modify コマンドを実行します

cluster1::> storage aggregate object-store modify -aggregate aggr1 -name

my-AZURE-store -mirror-type primary

5. を使用して、FabricPool ミラーに関する詳細を表示します storage aggregate object-store show

-fields mirror-type,is-mirror-degraded コマンドを実行します

この例は、 FabricPool ミラーに関する情報を表示したもので、ミラーがデグレード状態（同期されていな
い状態）になっているかどうかも含まれます。

cluster1::> storage aggregate object-store show -fields mirror-type, is-

mirror-degraded

aggregate      object-store-name mirror-type     is-mirror-degraded

-------------- ----------------- ------------- ------------------

aggr1          my-AZURE-store      primary           -

               my-AWS-store        mirror          false

6. を使用してFabricPool ミラーを取り外します storage aggregate object-store unmirror コマン
ドを実行します
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cluster1::> storage aggregate object-store unmirror -aggregate aggr1

7. を使用して、FabricPool が単一オブジェクトストア設定に戻ったことを確認します storage

aggregate object-store show -fields mirror-type,is-mirror-degraded コマンドを実行
します

cluster1::> storage aggregate object-store show -fields mirror-type,is-

mirror-degraded

aggregate      object-store-name mirror-type     is-mirror-degraded

-------------- ----------------- ------------- ------------------

aggr1          my-AZURE-store      primary           -

MetroCluster 構成の FabricPool ミラーを交換します

MetroCluster ミラーのオブジェクトストアの 1 つが破棄された場合、または FabricPool

構成で完全に使用できなくなった場合、オブジェクトストアがまだミラーでない場合は
ミラーにして、破損したオブジェクトストアを FabricPool ミラーから削除します。 次
に、新しいオブジェクトストアミラーを FabricPool に追加します。

手順

1. 破損したオブジェクトストアがまだミラーでない場合は、オブジェクトストアををを使用してミラーにし

ます storage aggregate object-store modify コマンドを実行します

storage aggregate object-store modify -aggregate -aggregate fp_aggr1_A01

-name mcc1_ostore1 -mirror-type mirror

2. を使用して、FabricPool からオブジェクトストアミラーを削除します storage aggregate object-

store unmirror コマンドを実行します

storage aggregate object-store unmirror -aggregate <aggregate name>

-name mcc1_ostore1

3. を使用して、ミラーデータストアを削除したあとにプライマリデータストアで階層化を強制的に再開でき

ます storage aggregate object-store modify を使用 -force-tiering-on-metrocluster

true オプション

ミラーがないと、 MetroCluster 構成のレプリケーション要件が満たされません。
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storage aggregate object-store modify -aggregate <aggregate name> -name

mcc1_ostore1 -force-tiering-on-metrocluster true

4. を使用して、置き換え用のオブジェクトストアを作成します storage aggregate object-store

config create コマンドを実行します

storage aggregate object-store config create -object-store-name

mcc1_ostore3 -cluster clusterA -provider-type SGWS -server <SGWS-server-

1> -container-name <SGWS-bucket-1> -access-key <key> -secret-password

<password> -encrypt <true|false> -provider <provider-type> -is-ssl

-enabled <true|false> ipspace <IPSpace>

5. を使用して、FabricPool ミラーにオブジェクトストアミラーを追加します storage aggregate

object-store mirror コマンドを実行します

storage aggregate object-store mirror -aggregate aggr1 -name

mcc1_ostore3-mc

6. を使用してオブジェクトストアの情報を表示します storage aggregate object-store show コマ
ンドを実行します

storage aggregate object-store show -fields mirror-type,is-mirror-

degraded

aggregate      object-store-name mirror-type     is-mirror-degraded

-------------- ----------------- ------------- ------------------

aggr1          mcc1_ostore1-mc    primary           -

               mcc1_ostore3-mc    mirror          true

7. を使用して、ミラー再同期ステータスを監視します storage aggregate object-store show-

resync-status コマンドを実行します

storage aggregate object-store show-resync-status -aggregate aggr1

                                                  Complete

      Aggregate    Primary        Mirror          Percentage

      ---------    -----------    ----------      ----------

      aggr1        mcc1_ostore1-mc mcc1_ostore3-mc   40%
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FabricPool を使用したアグリゲートの管理用コマンド

を使用します storage aggregate object-store FabricPool のオブジェクトストア

を管理するコマンド。を使用します storage aggregate FabricPool のアグリゲート

を管理するためのコマンド。を使用します volume FabricPool 用のボリュームを管理す
るコマンドです。

状況 使用するコマンド

オブジェクトストアの設定を定義して、 ONTAP から
アクセスできるようにします

storage aggregate object-store config

create

オブジェクトストア設定の属性を変更する storage aggregate object-store config

modify

既存のオブジェクトストア設定の名前を変更する storage aggregate object-store config

rename

オブジェクトストアの設定を削除する storage aggregate object-store config

delete

オブジェクトストア設定のリストを表示します storage aggregate object-store config

show

新規または既存の FabricPool にミラーとして 2 つ目
のオブジェクトストアを接続します

storage aggregate object-store mirror を

使用 -aggregate および -name パラメータを指定
します

既存の FabricPool ミラーからオブジェクトストアミ
ラーを削除する

storage aggregate object-store unmirror

を使用 -aggregate および -name パラメータを指
定します

FabricPool ミラー再同期ステータスを監視します storage aggregate object-store show-

resync-status

FabricPool ミラーの詳細を表示します storage aggregate object-store show

FabricPool ミラー構成でオブジェクトストアミラー
を昇格してプライマリオブジェクトストアを置き換
えます

storage aggregate object-store modify を

使用 -aggregate パラメータを指定します

オブジェクトストアをアグリゲートに接続せずにオ
ブジェクトストアのレイテンシとパフォーマンスを
テストする

storage aggregate object-store profiler

start を使用 -object-store-name および -node

パラメータをadvanced権限レベルで指定します
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オブジェクトストアプロファイラのステータスを監
視する

storage aggregate object-store profiler

show を使用 -object-store-name および -node

パラメータをadvanced権限レベルで指定します

実行中のオブジェクトストアプロファイラを中止し
ます

storage aggregate object-store profiler

abort を使用 -object-store-name および -node

パラメータをadvanced権限レベルで指定します

FabricPool を使用するために、オブジェクトストア
をアグリゲートに接続します

storage aggregate object-store attach

FabricPool を使用するために、 FlexGroup ボリュー
ムを含むアグリゲートにオブジェクトストアを接続
します

storage aggregate object-store attach を

使用 allow-flexgroup true

FabricPool 対応アグリゲートに接続されているオブ
ジェクトストアの詳細を表示します

storage aggregate object-store show

階層化スキャンで使用されるアグリゲートのスペー
ス不足しきい値を表示します

storage aggregate object-store show を使

用 -fields tiering-fullness-threshold パラ
メータをadvanced権限レベルで指定します

FabricPool 対応アグリゲートに接続されているオブ
ジェクトストアのスペース使用量を表示します

storage aggregate object-store show-

space

FabricPool で使用されていないアグリゲートで
Inactive Data Reporting を有効にする

storage aggregate modify を使用 -is

-inactive-data-reporting-enabled true パ
ラメータ

アグリゲートでアクセス頻度の低いデータのレポー
トが有効になっているかどうかを表示する

storage aggregate show を使用 -fields is-

inactive-data-reporting-enabled パラメータ

アグリゲート内のコールドユーザデータの量に関す
る情報を表示します

storage aggregate show-space を使用

-fields performance-tier-inactive-user-

data,performance-tier-inactive-user-

data-percent パラメータ

次の項目を指定して、 FabricPool 用のボリュームを
作成します。

• 階層化ポリシー

• 階層化の最小クーリング期間（の snapshot-

only または auto 階層化ポリシー）

volume create

• を使用します -tiering-policy 階層化ポリシ
ーを指定するパラメータ。

• を使用します -tiering-minimum-cooling

-days 階層化の最小クーリング期間を指定する
ためのパラメータをadvanced権限レベルで指定
します。
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FabricPool のボリュームを変更し、以下を変更する

• 階層化ポリシー

• 階層化の最小クーリング期間（の snapshot-

only または auto 階層化ポリシー）

volume modify

• を使用します -tiering-policy 階層化ポリシ
ーを指定するパラメータ。

• を使用します -tiering-minimum-cooling

-days 階層化の最小クーリング期間を指定する
ためのパラメータをadvanced権限レベルで指定
します。

次のような、ボリュームに関連する FabricPool 情報
を表示する

• 階層化の最小クーリング期間

• コールドユーザデータの量

volume show

• を使用します -fields tiering-minimum-

cooling-days 階層化の最小クーリング期間を
表示するためのadvanced権限レベルのパラメー
タ。

• を使用します -fields performance-tier-

inactive-user-data,performance-tier-

inactive-user-data-percent コールドユー
ザデータの量を表示するパラメータ。

ボリュームを FabricPool の内外に移動します volume move start を使用します -tiering

-policy ボリュームの階層化ポリシーを指定するオ
プションのパラメータ。

FabricPool で参照されていないスペースを再生する
しきい値（デフラグしきい値）を変更します

storage aggregate object-store modify を

使用 -unreclaimed-space-threshold パラメー
タをadvanced権限レベルで指定します

階層化スキャンで FabricPool のデータ階層化を開始
する前に、アグリゲートの使用率のしきい値を変更
します

FabricPool は、ローカル階層の容量が 98% に達する
まで、コールドデータをクラウド階層に階層化し続
けます。

storage aggregate object-store modify を

使用 -tiering-fullness-threshold パラメータ
をadvanced権限レベルで指定します

FabricPool で参照されていないスペースを再生する
しきい値を表示します

storage aggregate object-store show また

は storage aggregate object-store show-

space コマンドにを指定します -unreclaimed

-space-threshold パラメータをadvanced権限レ
ベルで指定します
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